
伊
良
部
島
の
カ
ム
スLlJ 

来
ヨ面

長平

は
じ
め
に

研
良
部
・
仲
地

子
の

の

か
れ
で
あ
号
、
伊
良
部
を
ウ
マ
パ
一
ブ

と
い
、
っ
。
そ
こ
で
、
こ
の

ブ
ツ
ァ
パ
ラ
(
子

f
係
の

カ
ム
ス

るの

本
論
は
、
こ
の

な
か
か
ら
カ
ム
ス

カ
ム
ス
は
こ
の

制
作
か
ら
訪
れ
る
府
の

を
祈
願
し
、

、
然
り
の

A

神
と
す
る
諸
々
の

る
と
こ
ろ
に
あ
る
り

カ
ム
ス
は
旧
一
同
一
一
月
と
二
月

の
は
じ
め
の
五

U
民、

(
九
七
山
‘
・
:
一

(
-
九
じ
問
、
か

ほ
ほ

れ
る
わ
た
だ
し
、

で、

な
ら
び

ゆ
}
十
急
車
、

に
取
ら
れ
る
と
あ
る
。
し
か
し
、

ヘ
，

f
u

・
J
r
¥
、
J
J
J
・-く

f

l

ノ
I
I
Iノ
…

i

ノ

カ
ム
ス
は
除
.
月
と
.

カ
ム
ス
の

川
で
あ
る
〕
で
は
、

て
い
る
。

n 

自
r:a 

危会主

/，-;--，乙I

カ
ム
ス
と

の

、
カ
ム

ス

ぃ
、
つ
り
こ
の
カ

ム
ス
を
別
に
カ
ム
ス
オ
リ
と
も
カ
ン
ム
リ
と
も
い
う
が
、
こ
れ

と

い

押

は

円

の

持

で

あ

り

、

こ

の

他

喰

っ
て
米
訪
し
、
総
-
一
日
川
口
の

々
ぴ〉

神
も
求
臨
す
る
り

い
わ
れ
て
い
る
り
こ
の
と
き

キ
ウ
Oスマ

O
人
の
ユ

が
、
こ
の

て
い
る
の
そ
れ
で
、
こ
の
ユ

l
キ
ウ
マ
を

ぴ〉

オ
パ
!
と
も
い
っ
て
い
る
ω

五
日
日

こ
と
を
カ
ム
ス
ノ
ー
っ
と
い
っ
て
い
る
。
こ

ろ、っ。

こ
の
祭
れ
り
に
は

山
口
の

と
い
う
;
一
日

ιの

ど手11 本
コ五論
の
ね
b 

この奴一小

ぞ
れ
か
ら
、

こ
の
然
り
に
お
け

カ
ム
ス
の

の

て
き
た
か
を
与
え
て
み
た
い
り
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鎖
り
を
支
え
る
集
団

の
祭
り
を
支
え

そ
の
他
の
誌
川
に
つ
い

す
る
の

女
性
神
役
と
村
の
女
性

つ
い
て
述
べ
る
n

ま
ず
、

の
女
性
た
ち
に

第37り(2001)

び〉

の

4
、
.
h
M
8
4
γ
山
中

ト

ινz''sιu
・‘，
snssz

数
え
年
K
O

与
の
対
集
に
な
り
、
議
守

主
め
ら
れ
、

で
の

ぺ
の
選

の
叫
は
.
一
.
年
以
上
務
め
る
w

〕
と
を

っ
f
a
、、
e

フヘ
U
G

，
w

を
u
v
v
ノ〆

弘前'刊誌紀要

血
の
ウ
マ

め
る
。
「
サ
ラ
パ
ヤ

ぴ〉

に
は
汗
述
、

カ

ム

ス

だ

け

は

の

で

、

サ
ラ
パ
ヤ
シ
の
の
た
め
に
聞
の
ウ
マ
が
選
ば
れ
る
円
ウ

さ
ん
く
ら
い
の
最
高
で
あ
る
の
す
な
わ
ち
、

さ
ん
・
神
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
む
一
h

対
象
に
な
り
、

の

ザノ、

の
ウ
マ
は
サ
ラ

パ
ヤ

L 

ノ、

で
の

れ
る
の

ユ
i
キ
ウ
マ
・
四

O
の
船
子
の
オ
パ
!

と
も
)
は
各
.
族
・
.
門
(
父
系

。
名
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

ニL

キ
ウ
マ

の
オ
パ

で
、
令
部
で
川

ぺ〉

で
そ
の

の
神
的

、
ウ
マ
は
前
一

す
な
わ
ち
、

ユ
!
キ
ウ

い
受
け
る
お
ば
さ
ん
・
神
火
と
い
う
こ
と
で
あ
る
円

ユ
l
キ
ウ
マ
が
か
か
わ

f¥L 

Iレ
グ〉

カ
ム
ス
だ
け
で
あ
る
け

ユ
i
キ

カ
ム
ス
を
川
以
ボ
し
、

九グ

の

を
乞
う
こ
と
に
あ
る
。

こL

シ

も

い
う
わ
け
は
、

に
な
る
こ
と
に
法
♂
つ
い
て
お
り
¥

の
神
の

の

こ
の

ま
た
カ
ム
ス
の

て
い
る

り

ア
ヤ
グ
ダ
ツ
の

で
あ
る

こ
の

っ
た
と
き
、
神
歌
を
立
つ
先
に
け
に
し

の
オ
パ
!
)
は
広
刊
に

こ
の
他
、

の
丸
山
ト
せ
を

二L

p

什
宅
で

の
と
き
に
家
の

ま
た
.
門
の

し

を
つ
け
て
い
る
口
こ

も
っ
と
多
岐

り
d

4

H

J

こ
4

コふ
j

U
H
F
-
J
t
t
1
4
1
u
-

に
わ
た
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、

るむ

こ
の
神
女
の
人
数
は
、
そ

16 

九
七
八
、
‘
a

a

L

ハ七

に
よ
る
と
九
七
八
年
に
は

円
九
八
-
-
年
)
は
し
ハ
名
に
な
っ
て
い
る
の

(
九
九
O
、:じハ

に
よ
る
と
、

れ
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
り

門
紙
践
の
女
性

心
民
性
で
あ
る
口
ま
た
、
次

の
仕
事
は
、
事
実

村
の
オ
バ
!
の
組

b
ノ

さ
ら
に
、
カ
ム
ス
の
1
.

日
日
の

の

の

ら

ゆ

」

h
，三
i
i
 

i
:
 

ょ、つに

ぺ
や
慌
の
ウ

γ

つ
こ
と
に
な

い
た
り
を

男
性
神
役
と
男
性
年
齢
鯖
梯
集
団

め
て
強
い
の

る

の
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齢
階
梯
集
川
に
つ
い
て
述
べ
る
。

帳
の
、
巨
は
円
取
り
、
巨
と
も
い
い
、

年
中
行
事
の
日
取
り
を
決
め
る
。
伊

良
部
の
五

O
成
か
ら
五
五
歳
(
適
任
者
が
い
な
い
と
き
は
し
ハ

O
歳
)
ま
で
の
男
性

帳
の
主

が
選
考
の
対
象
に
な
り
、
銭
で
選
ば
れ
る
。

肌
の
、
正
は
「
サ
ラ
パ
ヤ
シ
」
を
歌
う
神
役
で
、

こ
の
神
役
の
任
期
は
:
一
住
ー
で
あ
る
。

皿
の
主

I
r
E
I
L
7

、J
、

μ
υ
f心
女
口

1rt! 
J也

各

名
い
る
。

五

O
歳
以
上
の
男
性
が
選
考
の
対
象
に
な
り
、

こ
の

議
で
選
ば
れ
る
。

神
役
は
一
二
年
以
上
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

大
川
(
.
九
七
問
、
.
-a.0
百
ハ
)

に
よ
る
と
、

サ
ラ
パ
ヤ
シ
は
伊
良
部
、

仲
地
の
祭
り
の
な
か
で
も
大
き
い
行
事
だ

け
で
歌
う
と
い
う
。

ル
民
性
神
役
に
仕
え
、

祭
り
を
支
え
る
男
性
年
齢
階
梯
集
川
の
H

脱
出
仕
に
、

御;御
原[{ノ願
主:主
が
あ
る

御
願
、
正
は
別
に
御
願
、
ニ
ン
ヂ
ユ
と
も
い
う
。

こ
の
御
願
、
正
に
は

こ
の
集
同
は
カ
ム
ス
に
出
抜
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。
ト
八

一
三
歳
の
男
性
が
な
る
。

111 

九
七
四

二
六
氏
)
は
、

こ
の
御
願
主
が

u
Hと
五
日
日
に

カ
ム
ス
に
参
列
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

シ
ヂ
ユ
|
ナ
レ

シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ

神
女
た
ち
の
た
め
に
下
働
き
す
る
符
と
し
て
、

(
シ
ヂ
ユ

l
ナ
リ
ヤ
と
も
)
と
御
願
供
が
い
る
。

シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
の
語
義
は
、

村
落
の
仕
事
に
従
う
者
と
い
う
こ
と
で
、

伊
良
部

で
は
.
一
八
歳
、
仲
地
で
は
.
七
歳
の
男
性
が
な
る
。

厄
を
選
、
び
、
活
動
の
拠
点
に
し
て
い
る
。
全
員
が
す
べ
て
の
年
中
行
宇
に
か
か

こ
の
年
齢
集
凶
の
な
か
か
ら

わ
っ
て
い
る
が
、

一
月
は
伊
良
部
が
分
担
し
、

} j 
は
仲

カ
ム
ス
に
限
っ
て
.

地
が
分
担
し
て
い
る
。

カ
ム
ス
で
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
本
人
が
列
席
す
る
の
は
、

五
H 

円
で
あ
る
。

御
願
供
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
の
指
示
で
祭
り
の
卜
働
き
を
す
る
の
が
、
御
願
供
で
あ

る
。
御
願
供
は
別
に
シ
ョ

l
ネ
(
ニ
と
も
)
ン
(
少
年
の
義
)
と
も
い
う
。
御
願
供

は
、
伊
良
部
で
は
.
八
成
か
ら
二
七
収
ま
で
の
男
性
、
仲
地
で
は
.
八
歳
か
ら
.
牟

六
歳
ま
で
の
男
性
が
な
る
。
し
か
し
、
仲
地
で
は
人
口
が
少
な
い
の
で
、
臨
時
の

措
置
と
し
て
さ
ら
に
-
八
歳
か
ら
.. 六
歳
ま
で
の
女
性
も
加
え
て
い
る
。
こ
の
御

願
供
(
シ
ョ
ー
ネ
ン
と
も
)
の
最
年
長
組
合
.
七
あ
る
い
は
三
六
成
)
を
シ
ョ

l
ネ

(
ニ
と
も
)
ン
ソ
ザ
ス
(
少
年
長
の
義
)
と
い
い
、
こ
の
集
団
に
も
.
厄
を
置
く
。
こ

の
元
を
中
心
に
し
て
年
一
政
に
仕
事
の
分
刊
を
決
め
て
い
る
。
カ
ム
ス
で
御
願
供
が

務
め
る
口
は
、

.
H円
で
あ
る
。

な
お
、
カ
ム
ス
は
男

f
林
一
ボ
制
の
祭
り
な
の
で
、
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
に
し
ろ
御
願
供

に
し
ろ
、
そ
の
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
は
割
り
当
て
ら
れ
た
身
の
代
用
と
し
て
家
族
の

友
性
が
務
め
て
い
る
。

干
敷
(
.
九
九

O
、
.
二
六
六
・
三
六
七
只
)
に
よ
る
と
、
最
年
少
の
年

齢
集
団
と
し
て
一
七
歳
の
男
性
が
構
成
員
に
な
る
カ
ニ
サ
ズ
が
あ
る
。
こ
れ
は
祭

り
の
連
絡
係
で
、
分
担
区
域
の
家
を
訪
ね
て
祭
り
へ
の
参
加
を
依
頼
し
て
い
る
。

戦
前
は
上
間
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
大
声
で
川
上
を
述
べ
た
と
い
う
。

男
性
年
齢
階
梯
集
団
の
図
以
上
、
男
性
年
齢
階
梯
集
凶
を
凶
に
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

ト説A
4
A
 
つd

A
4
A
 

q
J
 

力
ニ
サ
ズ

17 

~33 (33) I定

29 (2お)成

28 (27) I~'!J.. 

静[1 願供
ショーネン、ノザス)

127 (26) i& 

18 (18) 荷足

17 (17) I友

〈男性年齢階梯集団の図)

* ( )は11j1地の場介である。

ス

シチ、ユーナレ

サ

師自知叩

カ

女
性
神
役
と
男
性
年
齢
階
梯
集
団
の
リ
ン
ク
年
中
行
宇
に
お
い
て

K
性
神
役
は

村
人
(
と
く
に
男
性
)
の
繁
栄
を
祈
願
し
、
祈
願
さ
れ
る
村
人
が
祭
料
を
出
し
て

女
性
神
役
に
仕
え
て
い
る
。
一
十
敷
(
.
九
九

O
、
二
一
七
七
頁
)
は
、
カ
ム
ス
が
女
性

神
役
継
-
水
制
と
男
性
年
齢
階
梯
制
を
巧
み
に
リ
ン
ク
し
た
祭
り
だ
と
説
く
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
村
人
の
繁
栄
を
祈
る
神
女
と
そ
れ
を
支
え
る
男
性
年
齢
階

梯
集
川
の
円
環
的
な
関
係
が
、
カ
ム
ス
の
山
米
諸
(
.
)
に
以
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。



，、

V
J

功

者

汀
取
り
の
決
定

帳
ぴ〉

…i二祭

者

111.長:
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議え
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キ
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と
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カブ I ゾJ
ンナ 、fL
ナウ n[
)サ|ヘベ二
:ギエドヵ Z
一七耳引去
クリ:グ

ギ 11
γ 
ャiチ
1 -¥' 

グ I， 

神
悼
の
人
h

リ
ハ
の
前

ウ
‘
け
れ
什
と
同
じ
)

1
1
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
J
i
t
i
l
i
l
-
-
1
1
1
1
i
i
l
l
i
t
-
-

朝
踊
hv

…

踏

り

一

州

一

ユ

i
今
ウ
マ
と
ぺ

γ
ン

サ

ン

の

村

み

一

掘

り

時

一

ユ

l
キ
ウ
マ
と
吋

?

、

!

一

村

部

の

入

り

口

一

江

i
七ヤウ
γ
と
叶
一
カ
ン
ナ
i
ギ

γ
ヤ
グ
の
ク
イ
i
チ
ヤ
j

カ
ム
ス
ノ

l
リ

ー

上

ト

ト

i
l
L
f
i
l
y
-
-
iパ
川
T
i
l
l
[
1
(十

1

7

J

J

カ
i
f

一ユ
l
キ
ウ
マ
と
叶
一
カ
シ
ナ

i
ギ
ア
ヤ
グ

*
神
歌
の

I
、
豆
は
、
神
の
戸
あ
る
い
は
舛
牌
で
あ
る
。

4
2
1
3
1
1
 

γ

ン

-
口
、
カ
ン
ナ

i
ギ
ア
ヤ
グ

一
月
の
カ
ム
ス

一
月
の
カ
ム
ス
の
次
鋼
一
覧

一
九
七

0
年
代
の
次
第

て
A
1
.
J
J
J
O

J
、
1
…
 

ぴ〉

六
一

1
1
.
一
一
七

レ」

干
の

て
い
る
。

の
で
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
‘
な
が
ら
怒
り

f
h
 

吋
1
3
V

き
た
い

一
一
月
の
カ
ム
ス
の
次
第

るの

一
月
の
ん
た
り
の

、
上
の
去
の
と
お
り
で
あ

2 

祭
H
V
の
準
備

… 18← 

ま
ず
、

べ
る
の

キ
ウ
マ

日
敢
り
の
決
定

し
き
り
に
吹
く
よ
う
に
な
る
口

い
と
い
っ
て
、
.
小
字
の
あ
っ

ニヱ

一
(
)
月

か
な
い
よ
う
山

う
の
で
、
北
風
に
よ
っ
J

て、
.
1

川
は
艇
の
、
れ
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
祭
り
の

り
は
.
一
一
月
と

.. 
ば
け
の
は
じ
め

神
酒
作
り

.
品
川
み
品
、

人

っ
て

、ミ}ν 

る
の
で
あ
る
り
こ
の
械
子
を
見

て
も
ら
う
。

て
い
る
の

祭
り
の

い
は
栗
神
澗
で
あ
る
。

を
臼
で
粉
に
す
る
の
こ

の
よ
う
に
同
じ
で
あ
る
の
変
で
作
っ
た
麹
を
こ
れ

こ
れ
に
水
を
混
ぜ
て
術
開
す
る
と
、

a
-
H
ほ
ど
で
発
問
す
る
。

の

e' 
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3 

一
日
目

祭
場
の
準
備
祭
り
の
一
円
け
は
、
祭
場
の
準
備
か
ら
始
ま
る
。
カ
ム
シ
ャ

l
を

清
掃
し
、
祭
日
パ
を
整
え
る
。
カ
ム
シ
ャ

l
は
カ
ム
ス
ヤ
!
と
も
ソ

l
ジ
ャ
!
と
も

い
う
。
そ
の
義
は
神
尾
、
精
進
屈
で
あ
る
。
神
女
た
ち
は
こ
こ
に
龍
も
る
の
だ
が

(
そ
れ
で
伐
能
も
り
出
と
も
い
う
)
、
こ
の
神
域
一
帯
を
も
カ
ム
シ
ャ
!
と
い
っ
て

、a

〉
口

し
7
f
v最
初
に
カ
ム
シ
ャ

l
に
入
る
時
、
司
二
.
名
が
祈
る
。
次
い
で
、
神
屋
に
人
る
時
、

東
側
の
入
り
日
を
伊
良
部
の
司
」
一
名
が
祈
り
、
西
側
の
入
り
け
を
仲
地
の
叶
が
祈

る
。
そ
れ
か
ら
神
屋
の
オ
コ
マ
時
を
東
西
の
順
に
作
み
、
神
医
の
清
μ
怖
を
す
る
。

オ
コ
マ
出
と
は
食
べ
物
の
神
を
叱
っ
た
閃
炉
去
の
こ
と
で
、
コ
マ
は
カ
マ
と
も
い

/

ト

正

ザ

い
、
釜
の
義
だ
と
い
う
。
-
川
た
ち
は
さ
ら
に
カ
ム
シ
ャ

l
の
な
か
に
あ
る
踊
り
座

と
仏
陀
を
打
む
。
拝
み
の
、
主
己
円
は
、
な
に
も
わ
か
ら
な
い
司
だ
が
、
神
の
選
定
に

あ
っ
て

4
を
務
め
て
い
る
、
去
年
の
カ
ム
ス
も
上
等
に
で
き
た
が
、
士
円
か
ら
の
押

い
と
し
て
今
年
の
カ
ム
ス
も
神
線
の
お
蔭
で
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
叶
が
雑
草
を
刈
り
取
る
所
作
を
し
て
か
ら
、
シ

ヂ
ュ

l
ナ
レ
と
御
願
供
(
と
も
に
家
族
の
女
性
)
が
祭
場
の
清
掃
と
祭
日
パ
の
準
備

に
と
り
か
か
る
。
神
域
で
は
だ
れ
も
が
い
つ
も
裸
足
で
あ
る
。

清
掃
が
終
わ
る
と
、
渡
け
の
浜
か
ら
pl
砂
を
運
ん
で
、
踊
り
座
と
仏
座
に
こ
ん

も
り
と
円
く
盛
り
上
げ
る
。
こ
の
内
砂
は
線
禾
H
を
焚
く
及
川
炉
の
役
目
を
し
て
い
る
。

力
ム
シ
ャ
ー
の
位
置
な
お
、
祭
場
の
小
心
に
な
る
カ
ム
シ
ャ

l
は
、
乗
瀬
御
尿

の
凶
隣
に
位
置
し
て
い
る
が
、
以
前
も
っ
と
西
の
広
大
な
森
の
な
か
に
あ
っ
た
。

こ
の
聖
地
の
近
く
に
製
糖
工
場
が
建
設
さ
れ
た
た
め
、
明
域
の
神
聖
さ
を
守
っ
て

現
在
位
置
に
移
動
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
道
路
も
敷
設
さ
れ
て
聖
域
が
分
断
さ

れ
、
旧
カ
ム
シ
ャ

l
跡
は
引
域
の
.
山
影
を
ま
っ
た
く
残
し
て
い
な
い
。
「
伊
良
部

村
史
』
(
.
九
七
八
、
七
五
頁
)
に
よ
る
と
、
製
糖
工
場
が
建
設
さ
れ
た
の
は
一
九

四
九
年
(
昭
和
二
四
)
の
こ
と
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
カ
ム
ス
は
、
儀
礼
を
み
て
も
、
山
来
諦
(
.
)
を
み
て
も
、

乗
瀬
御
尿
と
の
か
か
わ
り
が
強
い
。
そ
の
理
山
の
一
つ
は
、
カ
ム
ス
の
、
王
た
る
祭

場
の
カ
ム
シ
ャ

l
が
来
瀬
御
獄
に
隣
接
し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
(
後

述)。
司
の
引
く
願
い
・
就
任
願
い
こ
の
年
は
た
ま
た
ま
，
ぺ
の
交
替
の
時
期
に
あ
た
っ

て
い
た
の
で
、
司
の
交
炊
け
の
願
い
が
、
清
掃
の
後
、
オ
コ
マ
向
、
踊
り
座
、
仏
庄

の
順
に
執
り
行
わ
れ
た
。
今
ま
で
の
司
は
七
月
を
も
っ
て
任
期
を
終
え
、
新
し
い

川
.
が
八
月
か
ら
務
め
て
い
る
。
前
任
の
ぺ
は
晴
れ
着
を
つ
け
て
引
く
願
い
を
し
、

次
い
で
新
任
の
ぺ
が
晴
れ
着
の
う
え
に
神
の
羽
織
り
(
白
い
打
ち
掛
け
・
神
衣

山
一
長
)
を
着
け
て
就
任
願
い
を
す
る
。
新
山
の
ぺ
た
ち
は
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
の
作
っ
て

き
た
村
の
神
撲
を
神
前
に
供
え
、
総
香
を
焚
い
て
祈
願
す
る
。
-
川
の
交
炊
日
の
願
い

は
、
以
下
に
述
べ
る
型
地
で
も
執
り
行
わ
れ
る
。

神
鎮
村
(
伊
良
部
と
仲
地
)
か
ら
提
供
す
る
神
撲
と
は
、
次
の
一
式
で
あ
る
。

ソ

メ

リ

ワ

ウ

ノ

吋

ブ

角
皿
(
ト
八
肌
と
も
。
左
れ
に
把
子
が
あ
り
角
の
よ
う
に
日
見
え
る
)
と
一
つ
肌
(
肝
直

し
と
も
。
コ
ッ
プ
状
の
淵
持
)
に
盛
り
つ
け
た
神
酒
、
ブ
ン
チ
ャ
バ
ン
(
杯
.
一
個

を
並
べ
た
盆
)
に
盛
り
つ
け
た
酒
(
泡
成
肌
)
、
花
米
(
洗
わ
な
い
米
)
、
洗
い
花

ミ
ソ
パ
ナ

(
洗
っ
た
米
)
、
マ

l
ソ
ク
パ
ン
(
塩
の
供
物
)
、
水
化
(
飲
み
水
)
、
イ
ズ
ク
パ
ン

(
魚
の
供
物
)
、
タ
バ
コ
な
ど
。
角
皿
の
神
酒
に
は
ガ
ヂ
ユ
マ
ル
の
葉
あ
る
い
は
智
一

の
葉
を
一
枚
添
え
る
。
こ
れ
を
フ
サ
パ
ネ
と
い
う
。
フ
サ
は
草
の
志
だ
が
、
パ
ネ

の
意
が
わ
か
ら
な
い
。
神
酒
を
飲
む
前
に
こ
れ
で
神
酒
を
か
き
同
し
て
い
る
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
葉
は
呪
平
で
あ
っ
て
、
こ
の
植
物
の
生
命
力
を
神
酒

に
入
れ
て
、
神
酒
の
呪
力
を
増
大
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

祈
願
が
終
わ
る
と
、
神
撲
を
ピ
ュ

l
ガ
ッ
サ
(
食
わ
ず
芋
)
の
葉
に
盛
り
つ
け
、

傍
ら
に
置
く
。
以
下
、
神
撲
の
扱
い
は
い
つ
も
同
じ
で
あ
る
。
ブ

ー

ス

ザ

ブ

l
ゥ

1
汁

司
の
祈
願
こ
の
後
、
司
た
ち
は
神
僕
を
改
め
て
オ
コ
マ
座
、
踊
り
座
、
仏
陀
に

供
え
、
線
香
を
焚
い
て
祭
り
の
成
功
を
祈
願
す
る
。
司
の
祈
願
が
終
わ
る
の
は
、

u.ご
ろ
で
あ
る
。
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ユ
i
キ
ウ
マ
の
参
集
っ
て
、

ユ
l
キ
ウ
マ

ど
の

の
バ
，
の

ユ
i
キ
ウ
マ
の
神
衣
裳

と
れ
い
神
の

ユ
ー
キ
ウ
マ
の

で
あ
る
わ
し
か
し
、

しヨ

い
た
と
い

、
つ
り
こ
の

〈
て
ハ
/
ほ
う
袖
)
が
つ
き
、
ボ
タ
ン
も
つ
い
て
い
た
と
い

と
忠
わ
れ
る
。
カ
ム
ス
の

う
。
こ
れ
は
山

(
二
に
よ
る
と
、
出

の
船

f
た

こ
と
に

i
 l
 

i
 

て
カ
ム
ス
が
始
ま
っ
た
と
い

ぃ
、
つ
カ
ム
ス
の

て
い
る
ひ

(~OO l) 

の
ト
し
に
F

什
い
ガ
ヂ
マ
タ
ヂ
ン
(
交
叉
し
て
え
に
な
っ
て
い

を
持
た
の
大
川
(
.
九
七
山
、
機
-
“

品俗、‘
R

e

、、

2
・
/

2

/

そ
し
て
、
こ
の

と

二
九

る
衣
の

七

に
よ
る
と
、
ガ
ヂ
マ
タ
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左
右
に 1111
じ

少

で
あ
る

の

の
椀
を

た
と
い
う
。

そ
れ
ぞ

べ
て
装
っ
て
い
た
神
火
が

九
四。
」
ろ
に
一
人
お
り
、

三
名
い
た
と

ぃ、つひ

よL

装

車

こ

の

爪
と
し
て
、
カ
ウ
ス
と
テ
ブ
サ
(
タ
ウ
サ

の
と
き
に
身
に
つ

キ
ウ
マ
と

、
イ
ツ
ス
ク
ブ

る
。
カ
ウ

ス
と

カ
ム
ス
パ
ギ

カ
ニ
ク

の
こ
と
で
、

の
義
で
、

サ
)
と
い

。、‘崎嘗
E

カリ出

ら
と
る
。
テ
ブ
サ
(
タ
ウ
サ
と
も
)
と

琉神
球 k

テ
プ
サ
は
ブ
シ
ョ

い
る
口
イ
ツ
ス
ク
ブ
は
ギ
シ
ツ
ノ
ハ
ッ
パ
〈
薄
の

せ

あ
る
む

青
木
)
の

借
で
、
こ
れ
で

、

ノ

事

問

/

ナ
'
h

て
い
る
じ

カ
ム
ス
オ
リ

料
十
つ
竹
川

。〉

σ〉

カ
ム
ス
オ
リ

ご
ろ

る。

ユ
l
キ
ウ
マ
と
ぺ
は
そ
れ
ぞ
れ
に

、e

、J

ゐ

υ
、A
J〈

北
風

大
川
(
.
え
七
四
、

間
引
)
は
、

カ
ム
ス

リ
の
た
め
に
神

K
た
ち

る
こ
と
を
ぶ
し
て
い
る
日

プオ
カフ
ニカ

!御
獄
議
拝

治
中
で
オ
プ
カ

る
ひ
オ

神
支
た
ち
は
、

の
生
き
神
で
あ
る
タ
マ
メ
ガ

の
父
神
で
あ
る
り

一
千
敷
(
‘
九
九
O
、
4

A

a

九

の
イ
ピ
に
は
山
中
央
と

前
打
の
昏
か
は
タ
マ
メ
ガ
を
作
み
、
後
折
の
示
日
一
か
は

と
い
う
。
カ
ム
ス
の
出
来
一
角
川
竺
〉
に
よ
る
と
、
来
瀬
御
山

タ
マ
メ
ガ
も
そ
の
父
の
オ
プ
カ
ニ
も
、
カ
ム
ス
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る

に
よ
る
と
、

の

述仲
鵜
御
癒
で
の
神
迎
え

4
祭
許
は
川
川
で
あ
る
。
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る
。
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祈
り
の
、
a
k
H
は
、
川
内
々
の
名
を
す
べ

こ
れ
か
ら
カ
ム
シ
ャ
ー
ま
で
お
供
さ
せ
て
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だ
さ
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
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ひ
こ
こ
で
は
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神
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ユ
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大
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七
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い
う
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τ
i
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て
お
く
の

セア

ク
ヨ

テ
ブ
サ
を
上

が
神
女
た
ち
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し
て
対
小
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し
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と
い
う
り
こ

，
般
の
村
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泣
い
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し
た
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、
え
ら

る
の
で
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つ
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ア
ヤ
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ツ
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A

入
、
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し
て
ユ

ア

ヤ

グ

ダ

ツ

が

崎

い

、

し、

は

"'-) 

ボ
す
よ
う
に
爪
純
な
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の
で
あ
7

て

こ

の

ク
ヨ

rj 

yレ
yレ

て
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
ヤ

rJ 

ル
・
・
の
と
き
は
テ
ブ
サ
を
使
わ
な
い
り
ウ
ル
ル
は

込
し
て
じ
同
ま
わ
る
り

あ
る
。
こ
の

こ
の

を
し
て
く
る

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
し
か
し
、
ニ

二L

が
こ
の

b
t

ノ
マ
J

J

+
品
ノ
レ
レ

え
:
r
'
J
J
士
l

h

f

y

y

い
ふ

μ
え
ば
そ
の
殺
が
不
れ
や
に
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舞
わ
れ
る
と
い
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の
で
、

・
は
紳
の
戸
あ
る
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は
竺
即
だ
ろ
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の
こ
う
し
て
み
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と
、
ヤ

こ
の
ウ

ク
ヨ
の
訴
訟
判
は
、

イ
(
恐
れ

後
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す
る
神
敢
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ミ
、
ヤ
グ
ミ
ユ

よ多

ウ神
jレ σ〉
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の
ヤ
コ

ヤ
グ
と
同
義
か
も
し
れ
な
い

恐
れ
多
い
れ
る
。

-
と
神
の
戸
あ
る
い

こ
の

に
お
い
て
、

じ
め
と
し
た
神
々

ぴ〉

で
あ
る
り
そ
の
神
々
の
名
は
、
次
に
歌
う

さ
れ
て
い
る
の

ン
ナ
i
ギ
ア

を
終
え
る
と
カ
ウ
ス
、
テ
ブ
サ
、
イ
ツ
ス
ク

ん
よ
皮
は
千
拍
子
で
川
じ
神
避
が
を
す
る
ひ
ニ

主
と
し
て
お

/ 
¥ カ
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ナ
i
ギ
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ヤ
グ
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い
マ
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ギ
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ヤ
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市
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ヤ
グ
ダ
ツ
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以
ド
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ユ

i
キ

ウ

マ

ぶ

り

神

歌

の

ツ
が
.
筒
、
ず
つ
欣
い
、
他
の
神
'K
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保
明
す
る
り
リ
以
後
の

出
で
、
全
日
九
で
い
片
山
川
す
る
の
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持
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み
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調
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上
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け
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が
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ズ
ミ
カ
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歌
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c
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こ
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神
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。
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お
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を

く
だ
さ
ミ

揃
っ
た
肝
菜
を

小
川
の
わ
が
γ

を

機
の
に
や
を

刷
の
に
い
を

m

w

、
.
、
2

・

/¥手人台」、，
U

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
ミ

B

小
川
刊
の
心
何
十
を

く
だ
さ
ミ

タ
/ 

す
べ
て
の
幸
を

数
々
の
宇
を

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

人
数
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い



マ
ピ
ト
ユ
シ
ユ

ダ
ン
デ
ィ
テ
ィ

間
五
オ
ヤ
ナ
ズ
ユ

タ
ン
デ
イ
チ
イ

、
ン
ユ

ナ
ズ
ユ

l

タ
ン
ヂ
ィ
テ
ィ

関
心
ハ
カ
ギ
タ
ピ
ユ

タ
ン
ヂ
ィ
一
ア
ィ

チ
ュ
ラ
タ
ゼ
ユ

タ
ン
ヂ
ィ
テ
ィ

キ
ユ
ダ
ラ
イ
サ
オ
サ
ヤ

ン
ナ
マ
ダ
ラ

ピ
ル
ナ
シ
カ

百~;J7-'，よ (2001)

ア
ス
パ
デ
ィ

ボ
ド
ラ
ヂ
ィ
ゾ

ン
γ
タ
i

ピ
ル
ヤ
ン
カ

イ

ヤ
グ
ミ
ユ

i
ナ
l
ギ

二
ガ
、
ザ

ア
ガ
ラ
シ

ヨ
i
ズ
ン
パ
イ

十
円
(
人
小
河
川
せ

く
だ
さ
い

て

親
に
な
る

る

ご
陥

i

h

/
¥
ナ
九
七
」
し

主
に
な
る
宇
を

く
だ
さ
い

美立
しが長
いな

旅
を
ふt
」

せ
て

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

て
汀

踊
ろ
う

恐
れ
多
い

い
を

い
を
で
か

弘前学院大'下紀安:

デ
ィ

ア
パ
ラ
ギ
ン
マ
タ
ヨ

伝
承
状
況

い
え
る
だ
ろ
う
ね
日
に
つ

の働

の

ヤ

ク
ヨ
・
・
ウ
ル
ル
・
・
と
b

カ
ン
ナ

神
々
の
恩
寵

間
以
お
よ
そ
と
ら
え
ら
れ
る
。
ニ

そ、っ

の
一
は

1
・
E
の

る
節
だ
が
、
一
一
以

っ
た
と
忠
わ
れ
る
り

て
い
る
が
、
こ
れ
に

て
い
よ
、
っ
。

ゅ
〕
の
神
歌

)
れ
ら
の
神
々
に
よ
っ
て
ん
ー
の
繁
を
い

川
本
が
あ

て
い
る
の

B
は
こ
れ
ら
の
神
々
に
あ
ら
ゆ
る

で
い
る
り
す
な
わ
ち
、

々
ぴ)

た
だ
き
た
い

て
に
な
っ
て
い
る
む

A
は

、
さ
ら
に
幸
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
の
こ
の
七
円

ら
さ
れ
て
い

を
し
て
神
々
を
崇
め
、
祈
願
を
神
々
山

キ
ウ
マ
が
弁

グ〉

の

て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
る
の
以
上
の

斗
川
川
内
、
、
ュ

の
七
己
け
し
い
同
じ
で
あ
る
の

ぐ
し
i
，

f
'
:
〉

こ
4
a品、

;ナ
J

ぴ
1
u
l
u

ぴ)

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
む

て

い
る
の
で
、
ま
ず
こ
こ
で
こ
の
カ
ン
ナ

しE

た
だ
き
た
い

の
で
あ
る
の

神
々
の
四
時
列

な
お
、

々
の

A
の
神
名
の

い
に
な
っ
て
い
る
の

後
宴

fく;
、

こ
う
し
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力

l
タ
ー
ム
ニ

j場

り

カ
ム

カ

タ
ー
ム
ニ
は
ナ
カ
ユ
ク
イ

の
義
)
と

っ
た
と
し
う
口
大
川
(
一
九
七

抜
き
の
た
め
だ
と
い
う
〉
一
川
わ
れ
を
採
録
し
て

の
こ
と
を
開
い
て
い
る
。
し
か
し
、

l 
lよ

の
た
め
の
神
滋
び
が
あ
る
だ
ろ
う
か
り

の

も
あ
る
の
で
、

っ
た
神
々
を
、
こ
こ
で

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

ス
ム
舛

H 
の

次
い
で
、

の
北
西
に
あ
る
市
井
戸
の
ス
ム

こ
こ
で
も
神
迎
え
を
す
る
の
だ
ろ
う
の



米諸ムス {義札・ 1仕話・伊良部ぬの

神
々
の
道
行
容

を
招
来
し
て
く
る
が
、
そ
の
辺

こ
う
し
て
、

っ
て
い
る
の

中
ひ
っ
き
り
な
し
に
ウ
ル

村
人
は
こ

恐
れ
て
い
る
の

村
人

く
に
古
性
)
は
ユ

i
キ
ウ
マ

念
品
れ
~
、

び〉

LJ 

る
こ
と
も
借
れ
、

も
し
そ
の

.
行
に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の

け
に
と
ら
え
ら

〉

L

7
、

暴

}

A

レ
オ
て
し
之

たな
だ神
しの
UR 
克

っ
て
咋
小
な
人
間

か
、
金
網
献
し
に
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

て
謝
却
す
れ
ば
、

れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

る
と
い
う
口

ifI" 

つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

ぬ
人
の
之
に
九
回
日

、
近
、
き
内

ふ

作
お
し
、
紳
応
遊
の

ヮ
、
川
士
こ

i

h

-

-

て
は
、
此
を
榊
と

に
死
ぬ
る
も
の
と

ら

に
で
も

た

人
の
、

保
。
」
。

!
 

日
付
、

の
論
容
は
、

r
u
-
-
川
U
4
:

ー

ι

/

M

V

h
汁
，

れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
江
ば
六

O
年

っ
た
.
九
八

0
年
代
に
も
、

。〉

れ
て
い
た
の
で
あ
る
つ

日
没
ご
ろ
、

カ
ム

カ
ム
シ
ャ

ス
オ
ワ

と
い
う
。

神
女
の
鹿

準
に
し
て
ユ

キ
ウ
マ

PLJ 
訂
防l
ぴ〉

神
j尚
と

っ
て
い
る
り
す
な
わ
ち
、

る
神

て
い
る
の

て
の

オ
コ
マ
願
い

わ
れ
る
じ
な
ん
ら
か
の 〕
ろ
か

〕
ろ
ま
で
、

、‘
3
u
v
 

オ
コ
マ

い

を

持

つ

は

、

，
る
ひ
鍋
小
者
…
と
品
、
・
昆
布
・

に
入
れ
た
ま
ま
綜
げ
る
神
俄
で
あ
る
り
神
女
た
ち
は
こ
れ
ら
の
神

放
の
ユ

キ
ウ
マ
と
ほ
に

棋
の
歌
舞

ユ
l
キ
ウ
マ
の

の
な
か
で
川
、

ア
ヤ
グ
ダ
ツ
、

て
神
々
を
矧
め
る
の

こ
れ
は
以
後
の
で
続
け
ら
れ
る
む

4 

二
日
目

朝
踊
り

明l
相fl
女
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川
相
ι
ん
け
を
焚
い
て

〕ろ、

ぺ川
d

ふ
品
、

ね
い
ザ
h
v
o

の
羽
織
り

を
つ
け
て
村
か次

い
で
、

州
側
J

脊
を
焚
い
て

、
カ
ウ
ス
を
被
り
、
イ
ツ
ス
タ
ブ
を
般
に
巻
き
、
テ

:rt 

持
っ
て
、

吾
、
カ
ン
ナ
!
ギ
ア
ヤ
グ
の

び
を
す
る
お

、晶、‘.、

B
V
3
ν
 

お
役
座

る
む
そ
の

T
J
7
1
 

ノ
J
1
4
4
1
7
4

の
祈
願
の
こ
と
で
あ
る
口
こ
の

しE

I土
佐

名
主

お
び
た
だ

え
ら
れ
る
。

二工

持
が
ハ
砂
の
上

午
抜
か

で
執
り
行
わ
れ
る
。
こ

σ) 



タ
マ
メ
ガ
と
そ
の

〉

、

~
R
¥
畑

一

円

ノ

〆

J
J
Eハ
ト
ル
/
土
庁
V

カ
一
一
の

の

るの

iま

(
.
九
七
八
、

の
生
ま
れ
た
け
の
匂
.

ふ
r 
ぴ〉

一@働
J

江
川
行
ハ
)
に
よ
る
と
、
主
れ
の
つ
け
ト
刀

に
あ
わ
せ
て

て
い
る
神
、
父

よ
っ
て
、

オ
コ

fljl 

グ〉

で
ム
印
抗
し
て
い
る
り

タ
マ
メ
ガ
と
才
ブ
カ
ニ
を
主
名
と
す
る
者
の

いて供
糾え
る

~ ) 

ユ
i
キ
ウ
マ

の
.
人
の
可
も
、
こ
の

か
か
わ
っ
て
い
な

~}37 ~J (2001) 

て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
し

い
わ
け
で
は
な
い
。

の

キ
ウ
マ
が
ぺ
川
と
と
も
ゆ

で
は
ユ

ま
イ
リ
、
二
十
'

l
i
J
;
 

弘前予院大小紀宮Z

て
い
た
の
ま
た
、
カ
ム
シ
ャ

れ
、
こ
こ
で
は
ユ
!
キ
ウ
マ

しウ
マ

し
る
の〕
れ
ら
司
祭
者
の

れ
る
の
す
な
わ
ち
、

ユ
i
キ
ウ
マ
と
川
の
司
ん
治
す
る
女
小
八
日

て
お
り
、

の

の
神
を
辻
じ
め
と
す
る

る
U

と
く
に
カ
ム
シ
ャ
l
の

る
の
辻
、

j設け
の
神

の
み

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
ひ

な
お
こ
う
し
て
み
る
と
、

ぴ)

の
神
々

て
い
る
と
与
え
ら
れ
る
む

山
中
牛
ふ
、

j

i

 

ペ3

ミ

コ

-

し
、
つ
(
ぷ
、

て

1
2
1
1
ヘノ

一

1
e
a
z
r
t
η
J

の

の
11寺

ー
ブ
ナ
ウ
サ
ギ
ん
に
よ
る
と
、
ユ
!
キ
ウ
マ
は
そ
の

っ
て
い
る
心
そ
れ
で
ユ

キ
ウ
-:( 

P 

~Ij 
にの
間 1flll 
Oぇを

オ
バ
!
と
も
い
う
の
で
あ
る
り

に
仕
え
る
お
供
・
御
杖
一
あ
り
、

る
む
こ
の
ユ

l
キ
ウ
マ
，

ユ
i
キ
ウ
マ

争中

の
で
あ

f
k

、

る

の
で
あ
る
り

の
で
こ
の
神
の

こ
と
に
な
る
ω

よ
り
大
き
い

の
で
、

()) 

は
こ
の

ょ1.

キ
ウ
マ
が
け
心
に
な
っ
て
ぽ
と
と

も
に
そ
の

(
た
と
を
乞
い

る
の
で
あ
る
の
こ
れ

しミ
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そ
の
父
持
に
か
か
わ
る

て
、
こ
の

の

こ
と
な
の
で
、

の
J

川
り
の
み

の
神
々

ユ
i
キ
ウ
マ
も
他
の
川
.
も
関
う
し
会
い
の
で
あ
る
心

し
か
し
、

然
し
、

だ
ろ
う
か
の
島
の

る
名
主
だ
け

し
て
い
る
詳
の
す
べ
て
が
、
こ
の れ
る
の

で
あ
る
り

て
も
ら
っ
て
い
い

このじれ…、

H
U
の
午
前
に
一
二
人
の
叶
の
.
叫
ん
郊
の
も
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

と
与
え
ら
れ
る

の
し
か
し
そ
れ
に

て
も
、

こ
の
よ
う
に
一
日
日
に
来

れ
る
の
に
は
、

し=

ム
ス
グ)

II r) 

」
と
に
ち

で
あ
ろ
う
し

こ
の
解



内米謂伊良部品のカムス 儀礼・歌謡

釈
は
正
鵠
を
射
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
伊
良
部
村
史
」
(
.
九
七
八
、

.. 一
.
八
七

H)
は
、
年
頭
の
名
、
正
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
円
下
山
し
て
い
る
。
厄
Ha
の
午
前
中
に
「
シ
ユ
ウ
コ
ウ
(
ソ
ウ
カ
ウ
)
が
あ

る
。
こ
れ
は
焼
存
し
て
、
神
(
マ
ウ
カ
ン
先
祖
神
と
ナ

l
ヌ
ス
神
名
を
旧
い

た
故
人
ま
た
は
神
)
を
崇
め
る
こ
と
で
あ
る
。
分
家
の
有
は
本
家
へ
、
ト
妻
は
夫
ト
刀

の
家
へ
、
名
を
い
た
だ
い
た
人
の
家
は
、
そ
の
故
人
の
性
家
へ
と
シ
ユ
ウ
コ
ウ
に

行
き
、
ト
ク
ヌ
ヌ
カ
ン
(
宅
地
の
神
)
、
ヤ

l
ヌ
カ
ン
(
家
の
た
め
の
神
)
、
ナ

l

ヌ
ス
等
に
ご
馳
走
を
供
え
て
作
み
終
っ
て
正
月
を
共
に
す
る
」
り
わ
か
り
に
く
い

丈
だ
が
、
白
分
の
章
名
を
い
た
だ
い
た
「
神
」
(
故
人
や
神
)
に
縁
の
あ
る
と
こ

ろ
に
行
き
、
線
香
を
焚
き
、
神
撲
を
供
え
て
自
ら
の
繁
栄
を
祈
願
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
立
願
の
解
き
願
が
、
年
ぶ
の
カ
ム
ス
の
プ
ト
ゥ
キ
(
解
き
)
出
で

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

司-、，
-

J

、

ふ

J
J
/
1
L

現
行
の
実
際
の
儀
礼
は
神
名
を
主
名
に
す
る
者
の
繁
栄
祈
願
と
感
謝

を
主
題
に
し
て
い
る
の

こ
の

.. 
H
日
か
ら
四
日
日
ま
で
、
伊
良
部
の
海
人
(
漁
師
)
た
ち
は

捕
っ
た
ば
か
り
の
魚
を
供
物
と
し
て
奉
る
。
飢
は
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
の
子
で
神
尾
に

魚
献
上

運
ば
れ
、

そ
れ
か
ら
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
が
調
理
し
て
神

k

オ
コ
マ
陛
に
飾
ら
れ
る
の

タ
踊
り

タ
ト
刀
、

こ
の
魚
献
上
は
大
漁
を
祈
願
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

神

K
た
ち
は
タ
踊
り
を
す
る
。
そ
の
次
第
は
刺
踊
り
と
同
じ

た
ち
に
食
べ
て
も
ら
う
。

で
あ
る
。

や
が
て
夕
食
を
家
肢
が
運
ん
で
く
る
。

感
謝
の
儀
礼

h

こ
の
-
年
間
に
神
女
や
そ
の
親
放
に
慶
事
(
年
祝
い
・
新
築
・
結

婚
・
誕
作
い
な
ど
)
が
あ
っ
た
場
合
、
慶
事
の
あ
っ
た
者
が
こ
の
.
日
日
か
四
日
日

の
伎
に
鍋
小
煮
と
桝
を
神
悼
の
オ
コ
マ
時
に
供
え
る
。
こ
れ
は
祈
願
を
適
え
て
く

れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
儀
礼
で
あ
る
口

夜
の
歌
舞

一
H
Hと
同
じ
で
あ
る
の

5 

三
日
目

一
二
日
日
を
ナ
ハ
ヌ
ト
ゥ
カ
と
も
ン
ナ
カ
と
も
い
う
。
こ
れ
は
中

ナ
ハ
ヌ
卜
ゥ
力

の
日
の
義
で
あ
る
。

朝
踊
り

-

a

日
日
と
J

川
d

様、

神
撲
を
供
え
て
判
踊
り
を
す
る
。

個
々
の
祈
願

午
前
中
は
と
く
に
祈
願
の
あ
る
者
が
神

K
た
ち
に
祈
っ
て
も
ら
う
の

ノ

ト

ス

A

リ

ノ

1
1
1
り

願
い
、
王
の
願
い
次
第
で
オ
コ
マ
時
、
踊
り
陪
あ
る
い
は
仏
陀
に
供
物
を
供
え
て
析

願
す
る
。

こ
の
う
ち
仏
座
で
の
祈
願
は
名
、
正
と
は
称
し
て
い
な
い
が
、
実
質
は
名
、
七
と
同

じ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仏
出
で
の
ぺ
祭
者
は
一
二
人
の
計
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

乗
瀬
御
獄
以
外
の
神
の
神
名
を
童
名
と
し
て
い
る
者
の
繁
栄
祈
願
と
感
謝
の
儀
礼

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

家
の
繁
栄
祈
願
の
神
館
作
り
各
家
の
オ
バ

l
(
主
婦
)
た
ち
は
午
前
中
、
一
元
に

米
・
芋
・
大
根
・
小
札
・
神
州
な
ど
を
持
っ
て
集
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
の
午

後
に
執
り
行
わ
れ
る
z

米
の
繁
栄
祈
願
に
供
え
る
神
撲
を
作
る
。
こ
こ
で
作
る
神
僕

は、

ω府
下
に
小
一
札
を
混
ぜ
た
お
保
り
、

ωご
飯
に
小
一
日
を
混
ぜ
た
マ
ミ
ソ
イ
の

お
握
り
、

ω大
根
の
葉
の
味
噌
和
え
、

ω煮
た
芋
で
あ
る
。

佼
龍
も
り
を
し
な
い
神
役
(
山
の
ウ
マ
・
帳
の
、
ド
ン
肌
の
、
正
)
も
、
心
次
第
に
神

保
を
出
す
。
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村
か
ら
川
す
神
撲
と
し
て
、
い
つ
も
の
.
式
を
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
が
準
備
す
る
口

乗
瀬
御
療
で
の
家
の
繁
栄
祈
願
午
後
、
家
の
繁
栄
祈
願
が
来
瀬
御
荻
で
執
り
行

わ
れ
る
口
村
山
町
に
可
と
ユ

l
キ
ウ
マ
、
オ
バ

l
が
何
列
か
に
横
列
す
る
。

u
以
前
列

に
は
川
、
そ
の
後
ろ
に
皿
の
ウ
マ
と
ア
ヤ
グ
ダ
ツ
、
そ
の
後
ろ
に
ユ

l
キ
ウ
マ
、

そ
し
て
最
後
に
願
い
、
巨
の
オ
バ

l
が
列
略
す
る
。
ま
ず
、
司
が
祈
願
し
、
全
員
が

礼
打
す
る
の
次
い
で
、

.
H
H
の
要
領
で
み
ん
な
で
カ
ン
ナ

l
ギ
ア
ヤ
グ
を
歌
う
。

そ
れ
か
ら
、
神
保
の
お
ド
が
り
を
食
べ
る
。

最
後
に
、
拝
殿
に
横
列
し
て
「
サ
ラ
パ
ヤ
シ
」
を
歌
う
。
サ
ラ
パ

サ
ラ
パ
ヤ
シ



の
こ
と
マ
あ
る
の
こ
の

ヤ
シ
は

'
E
E
L
 
-
と
aa--

阻
の
ウ
マ
で
、
山
の
ウ
マ
を
に
ア
ヤ
グ
ダ
ツ

う
。
こ
の
神
歌
の
、
慌
の
ウ
マ
が
.
節
、
ず
つ

ぴ〉

と
も

し、

い
、
こに
何
十
ノ
ぐ

メ
口
デ
ィ
ー
か
ら
受
け
る
印
象

は
、
き
わ
め

あ
る
。

キ
ウ

マ
の
ア
ヤ
メ、‘ A

ダ段
、ソに
分
人け

れ
る
。

段
を
歌
、
っ
と
き
、

4.1名
と
ユ

瞬、明
を

フ

サ

パ

ネ

で

か

き

制

ぜ

次

に

-

一

(
こ
の
な
か
に
も
う
一
人
の
ア
ヤ
グ
ダ
ツ
が
入
る
)
が

二L

キ
ウ
マ
問
名

し
、
:
段
を

第:37り(LOO1)

別
の
ユ

i
キ
ウ
マ

お
ち
の

ラ
パ
ヤ
シ
」
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ら
開
い
た
も
の
で
あ
る
の

A
-
n
p
の
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〈
サ
ラ
パ
ヤ
シ
〉

一
ア
ィ
ヨ

i
テ
ィ

段

テ
ィ
ン
ガ
ナ
ス

ウ
イ
ガ
ナ
ス

ぴ〉

A 

オ
カ
ギ
ン
ヨ
!

お
蔭
よ

ト
ヨ
ム
ピ
ャ

i
ズ

オ
ブ
ユ
ヌ
ス

グ〉

大
i!I: 
グ)

の

オ
カ
ギ
ン
ヨ

お
長
よ

ン
マ
ヌ
パ
ヌ

-企

i
 

'r 

の‘上

ン
テ
ィ
止
ヌ
ス

オ
カ
ギ
ン
冴

l

の

お
蔭の
i吠よ方
での
神

ウ
ヤ
ギ
ユ
マ
サ
リ
ャ
ガ

ウ
ヤ
ギ
ユ
ナ
ウ

ヤ
ガ
〈

備

-
e

段
の
後
で

の
で
、
以

ブ
タ
ヨ

テ
ィ

r 
jヒ
の段
H 
の
十11I

ウ
パ
ル
ズ

i
 

g
s
u
-
--

ニ
ヌ
パ
ザ

ヌ

ウ
パ
ル
ズ
ガ

オ
カ
ギ
ン
ヨ

力:

ナ
カ
ド

オ
カ
ギ
ン
ヨ

i

L 
/、

ヌ
ヨ
シ
ガ
ン

オ
カ
ギ
ン
ヨ

、
日
ン
ヨ

七

ナ
ナ
タ
キ
ガ

オ
カ
ギ
ン
ヨ

1

日
/¥ 

キ
ュ

l
ニ
ガ
イ

ブ
ン
ナ
司

l ズ
ノ

パ
カ
ガ
ン
ヌ

の
神
の

会
い
神
の

お
隣
よ

タ
ス
キ
ガ
ン

テ
ィ
ナ
ナ
オ
マ
イ
ノ

キ
ュ

I
ウ
サ
ギ

お
蔭
よ

グ〉

卒中

の

お
蕗
よ

べ
て
の
御
掛
)
の

お
議
よ

じ
却r43
 

山
部
〈
神
〉
の

0) 

の
供
物
の

しミ

盆
だ
よ

ガ
ン
ズ

i
サ
ウ
ド
ゥ
ユ
ズ

l
サ
ウ
頑
丈
さ
を

九

タ
ン
ヂ
ィ
テ
ィ

ら

.
0
ウ
プ
ユ
ニ
ヨ

タ
ン
デ
ィ
テ
ィ

カ
ミ
パ
ラ
ヌ

イ
ア

リ
キ
ャ

ベ
ウ
ヤ
ナ
ウ
ズ

タ
ン
ヂ

A

-

命
綱
夕
日
ア
ィ
ウ
ガ
ン

ム
チ
ュ
ウ
ト
ウ
イ

一
四
タ
ス
キ
ブ
ン

ウ
イ
ユ
ド

一
五
ツ
ツ
ヤ
ツ
ツ

ユ
i
イ
ラ
ピ

一
六
ン
マ
パ
ラ
ガ

ウ
イ
カ
ラ

.
七
キ
ナ
イ
カ
ヅ

ン
一
ア
ィ
ユ
ニ
ヨ

ム
ツ
パ
ラ
ヌ

シ
ュ
ヤ
ナ
ウ
ズ

テ
ィ

ム
ツ
ウ
ガ
ン

ム
チ
ャ
ギ
ブ
ン

ク
ガ
ニ
ピ
ユ

ク
ラ
パ
一
ブ
ガ

ヤ

キ
カ
ヅ

く
だ
さ
ー

た
く
さ
ん
の
宇
を

あ
り
あ
ま

30 

7ヘc. 

く
だ
さ
い

さ
い

に
立
つ
者
)
に

て
く
だ
さ
い

¥f 

て」
し・

る
伯、 1F1

L士

る1I)J持
分けつ
グど

て
い

み
な
適
え
て
く
、
だ
さ
い

LJ 

ナ<r 

よ
く
選
ん
で

剖
JJ支

仲
地
〉
の

す
べ
て
か
ら

家
庭

家
々
の
数
の
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ウ
イ
カ
ラ

八
ナ
ミ
パ
イ
ガ

ウ
イ
カ
ラ

巴
九
マ
ゴ
ド
ゥ

ヤ

ス

。
モ
モ
ポ
ン
ナ

コ
ノ
ミ

-4
バ
ガ
ス

ウ
サ
ギ
ヨ

-
-
-
a
ム

-s'4 

4
人

J
J

，Fノ!
γ 

ヨ

ゐ

A
T
A

ツ
ブ
ン
サ
ク

ノ
ミ
ヨう
ヤ

ニス

イ
ダ
セ

i

ラ
ン

ウ
ザ
ギ
ヨ

し
ハ
ト
ゥ
ユ
ツ
キ
ャ
ン

ン

ウ
サ
午
ヨ

七
ア

ン
ノ
モ
モ

チ
ョ

I
Jワ
ガ
ミ

Ji、

ゥ
ユ
ッ
カ
シ

フ
イ

サ
マ
チ

a

九
ト
ゥ
ユ
ツ
ツ
ノ

オ
ニ
ガ
イ

‘一一
O
ニ
ガ
イ
カ
ギ ヨ

ユ
シ
パ
イ
ガ

ヤ
ズ

ツ
ガ
ド
ゥ
リ

セ
ン
ポ
ン
ナ

ザ
ウ
ナ
ギ
ナ

ブ
ン
ナ
ギ
ナ

ツ
ア
コ
ノ
ミ

ゥ
ユ
ツ
キ
ャ
ヤ

ア
ー
ヤ
ム
ラ
シ

ユ
ー
ヤ
ム
ラ

ス
タ
ノ
モ
モ

イ
ツ
ツ
カ
シ

イ
y
y
ツ
ノ

ウ
サ
ギ
カ
ギ

す
べ
て
か
ら

人
々

人
々
の

す
べ
て
か
ら

マ
ゴ
で
集
め

ド
ハ
の
盆

干
の
詑
を

作
っ
て

パ
ガ
ス
(
ド
素
焼
き
の
跳
子
)
の

銚
子
問
み
ん
な
を

盛
り
肴
を

帝
の
澗
(
神
酒
)

ぐ〉

て

大
山
(
角
肌

よ
く
山
し
て

大
IIll 
J奈

し= げ
て

て

盆
み
ん
な
を

の

十1¥1る

つ
L
J
て

/仇¥

字
、時

てパ
の
百

く|剖 i帳
だきの
さ J，fl
し¥ tt 
で

お
聞
き
届
け
の

しE
い
は
き
れ
い
に

の
γ
けはの

て

お
開
き
い
開
け
の

び〉

ユ
ワ
イ
ヨ

は
き
れ
ミ

ヴ
で
の

し、

よ

品
一
ユ
ワ
イ
シ
ド
ゥ

ホ
コ
リ
ャ
ガ
リ

に
患
っ
て

し
て

ウ
サ
ギ
!

一
一
一
段
仕
立
て
の
演
出
こ
の
神
歌

的
に
カ
ン
ナ

i
平
ア
ヤ
グ
と
川
じ
で
、

神
々

A 
iま

神
々
の

る
の
で
諸
々
の
祈
願
を
適
え
て
く
だ
さ
い

良
部
・
仲
地
の
件
山
本
々
か
ら
供
出
し
た
わ
い

る
の
で
、
健
山
以
・
山
叶
い
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
胤
い
を
慌

の
で
あ
る
の

し
か
し
、
実
際
の
演
出
は
三
段
仕
し
り
パ
て
で
あ
る
の

き
の
講
造
は
、
必
ず
し
も
一
一
川
市
上
の
構
造
と
J

致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
む

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
.
段
仕
立
て
に
要
請
さ
れ
る
も
の
ろ
う
か

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
も
と

々
に
神

ん

る
と

そ
れ
は
、

-31-

て
も

ら
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
あ
っ
て
、
こ
の
神
散
の
、
ド
凶
円

の
と
じ
め

く
示
し
て

、‘.古
'
1
M

L
ァ
yw
時
伊
良
部
郷
土
誌
b

の
サ
ラ
パ
ヤ
シ

録
さ
れ
て
い
る
の
そ
の
本
文
は
大
川
(
.
九
七
問
、
舗
で
.
0

外
聞
・
新
市
中
ぃ
〈
.
九
七
八
、
満
・
h

ハ
-
a

が
こ
れ

い
る
日
こ
の
本
文
は
肌
の
、
五

に
サ
ラ
パ
ヤ
シ
が
掠

に
あ
り
、

七

て

が

の
ウ
マ

が
歌
、
つ
カ
ム
ス
の
サ
ラ
パ
ヤ
シ
と

ω神
棋
と
し
て
大
変
が
登
場
し
、

ま

た

、

大

川

(

‘

九

じ

問

、

‘

;

の

よ
う
な
行
事
を
す
る
と
だ
け
記
し
て
い
る
り
す
な
わ
ち
、

い
、
肌
の
ウ
マ
が
歌
う
サ
ラ
パ
ヤ
シ
の

ふ
み
、

の
で
あ
る
。



こ
れ
は
大
川
の

な
ぜ
乗
瀬
御
織
な
の
か

て
い
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の

こ
と

を
主
題
に
し
て
お
り
、
と

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の

0) 

の
神
歌
・
サ
う
川
ヤ
シ
は
、
あ
ら
ゆ

歌
わ
れ
て
こ
そ
、

の

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
の

こ
の
よ
う
に
カ
ム
ス
に
お
い

て
く
る
事

わ
れ
川
川
み
品
、

ぴ)

lJた

る
カ
ム
ス

が
あ
る

長に
足は
レ〉

れ
る

後
述

第37);. (2001) 

大
海
の
模
擬
演
技

た
ち
も
オ
パ
!
た

え
、
線
香
を
焚
い
て
大
漁
を
祈
願
す
る
。

て
浅
瀬
に
入
り
、

の
サ
ラ
パ
ヤ
シ
の

る
タ
Ji 

lこ神
神 k

は
iJ~ 
て
数
名
の
オ
バ

弘前学院大学紀要

る
α

ユ
i
ナ
や
ガ
ヂ
ユ
マ
ル
の
葉

ベ

に
見
立
て
て
、
追
い
込
み
漁
の

持
は
、

や
ハ
マ
ハ
タ
な
ど
の

L

を
歌
、
っ
。

そ
れ
か
ら
カ
ム
シ
ャ

i
に
入
り
、
こ
こ

な
お
、
大
山

川
、
‘
二
六
百
)
は
、

五
日
付
に
こ

Jコ

て
い
る
の

の
ん
げ

ぴ〉

っ
て
も
い
い
よ
う
で
あ
る
。

魚
取
り
諮
り

の
歌
詞
を
あ
げ
る
ひ

、
こ
の

〈
イ
ズ
ト
ゥ
ブ
ド
ウ
リ
〉

〆ヘ、

テ
ィ
ン
ガ
ナ
ス

ウ
カ
ギ
ン

の

お
除
で

ヤ
ゴ
ミ
ノ

ウ
カ
ギ
ン

恐
れ
多
い
神
の

お
践
で

、ノ

、ャ

ヤ
イ
マ
ヌ
シ
ス

カ
i
ミ
ヤ
(
不

A

l
L
1
・1
.

1
ノ

d
l

カ

、ノ

ヨ
ス
マ
ヌ
シ
ユ

れ

ソ

ヤ
イ
マ
シ
ュ
ヤ

マ
l
ナ
イ
シ
ュ
ヤ

-e' 

イ

ン
ヌ
ユ

イ
!
ス
ヌ
ユ
!
ユ

イ
ン
グ
ナ
l
ド
ゥ

サ
ウ
ト

ワ
ャ
ド

ナ
マ
ダ
マ
ン

ヤ
ツ
ダ
マ
ン

タ/、

ト
ヨ
ム
ピ
ャ
!
ズ

ク
ニ
ヌ
ヌ
ス

vじ

ノ
ヨ
シ
ガ
ン

タ
ス
キ
ガ
ン

)¥、

ウ
。
ブ
ユ
ニ
ヨ

ン
テ
ィ
汀

i
ヨ

し、

に
1
み
品

イ
ン
ク
ナ

サ
ウ
ト
ウ
リ
ャ
i

_'"1... 

ダ
ン
デ
ィ

ユ
シ
ユ
ト
ゥ

i
イ

ヤ
イ
パ
エ

ヤ
イ
パ
ユ

ユ
ヌ
タ
マ

ユ
ヌ
タ
マ

ウ
カ
ギ
ン

ウ
カ
ギ
ン

ウ
カ
ギ
ン

ウ
カ
ギ
ン

ダ
ン
デ
ィ

ユ
シ
ュ
ト
ゥ

大
漁
訴
願

を
称
、
ぇ
、
海
の
幸
を
た
く
さ
ん
く
だ
さ
い

ア
ヤ
グ
や
ザ
ラ
パ
ヤ
シ 川
義
の

の
七
よ

j!LJ 
品
の
ゴミ
よ

反
復
す
る
の
で
、
以

魚
取
り

の
よ
い
入
は

:
i

、

/
¥
ナ
人
判
こ
し

機

て
く
だ
さ
い

あ
る
か
ら

持
ち
)
で

に
や
の

あ
る
か
ら

焼
しミ

?: 
じT)

グ〉

を
み
ん
な
で
ヂ
ル
訟
に
分
け
あ
っ
て
の
立

お
訟
で

ぴ〉

凶
σ〉

ぴ〉

お
議
で

… 32-

お
蔭
?

の
神
の

の

お
践
で

大
い
な
る
柴
の

(
穀
物
)
を

る
川
水
の

イ

-E
，、.、、.

ノ
ヘ
手
人
判
こ
し

市
せ
て
く
だ
さ
い

て
に
な
っ
て
い
る
の
神
の
徳

て
い
る
点
は
、
カ
ン
ナ
i
ギ

て
、
一
二

るね

ゼ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
の

カ
ン
ナ
i
ギ
ア
ヤ
ダ
の
ク
イ
!
チ
ャ

の
オ
コ
マ

に
も
飾
ら
れ
て
い
る
の
司
の

の
後
、
こ
れ
が

に
ま
で

の
オ
パ
ー
た
ち
の
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神

K
た
ち
ゃ
オ
バ
ー
た
ち
に
配
ら
れ
、
後
(
長
が
始
ま
る
口

こ
の
安
の
最
後
に
、
川
陣
を
組
ん
で
全
員
で
ク
イ

l
チ
ャ

l
を
歌
い
踊
る
。
神

女
た
ち
も
神
の
羽
織
り
(
神
衣
裳
)
を
脱
い
で
参
加
す
る
。
踊
る
場
所
は
カ
ム

シ
ャ

l
の
前
の
道
路
で
あ
る
。
こ
の
歌
舞
の
ア
ヤ
グ
ダ
ツ
は
司
が
務
め
る
。
歌
詞

は
カ
ン
ナ

l
ギ
ア
ヤ
グ
だ
が
、
若
干
変
え
て
歌
う
。
そ
の
変
わ
り
方
を
み
る
た
め

に
、
.
番
を
例
に
あ
げ
る
。

テ
ィ
ン
ガ
ナ
ス

ウ
カ
ギ
ン

ヤ
グ
ミ
ユ

l
イ
ヌ

ヤ
イ
ヤ
ノ
サ
ッ
サ

イ
ヌ
ヨ
イ
サ
ッ
サ
イ
サ
サ
ハ
イ
ハ
イ
(
ヤ
イ
ヤ
ノ
以
ド
は
嚇
子
詞
)

変
化
し
た
部
分
は
、

ωオ
カ
ギ
ン
が
.
つ
省
か
れ
た
こ
と
、

ω反
復
部
の
ユ

l

ナ
ウ
レ
が
ヤ
イ
ヤ
ノ
以
下
の
嚇
子
副
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
て
も
軒
や
か
な

リ
ズ
ム
で
、
喜
び
の
あ
ま
り
何
度
も
歓
声
が
あ
が
る
。
こ
の
ク
イ

i
チ
ャ

l
は
か

な
り
娯
楽
性
が
強
い
も
の
で
あ
る
。

や
が
て
タ
踊
り
を
す
る
。

タ
踊
り

夜
中
御
願
潮
騒
の
と
ど
ろ
く
深
夜

(
O
時
ご
ろ
)
、
、
王
神
の
官
の
神
を
送
り
出

す
「
夜
中
御
願
」
が
執
り
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
見
る
こ
と
が
祭
じ
ら
れ
て
い
る
秘

儀
で
あ
る
。

南
風
情
の
神
が
帰
る
時
に
は
必
ず
巾
胤
が
吹
く
と
い
う
。
峰
か
に
夜
中
御
願
の

儀
礼
を
調
査
し
た
時
も
、
ド
間
風
が
吹
い
た
り

フ
ナ
ウ
サ
ギ
神
の
羽
織
り
(
神
衣
裳
)
を
つ
け
た
ユ

l
キ
ウ
マ
(
船
子
の
オ

パ
l
)
と
ぺ
は
、
カ
ム
シ
ャ

l
の
前
の
道
に
出
、

4
・
ア
ヤ
グ
ダ
ツ
・
船
子
の
オ

パ
!
の
順
に
海
の
克
を
山
い
て
点
ち
、
「
フ
ナ
ウ
サ
ギ
」
を
歌
う
。
フ
ナ
ウ
サ
ギ

と
は
船
崇
め
の
義
で
あ
る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
ア
ヤ
グ
ダ
ツ
が
.
節
ず
つ
歌
い
、

他
の
み
ん
な
が
復
附
す
る
。

な
お
、
大
川
(
.
九
七
四
、

.
a
.
九
兵
)
は
、
フ
ナ
ウ
サ
ギ
が
踊
り
座
で
歌
わ
れ

た
と
記
す
が
、
官
の
神
が
鎮
座
す
る
踊
り
…
埋
か
ら
神
送
り
す
る
演
出
が
あ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
。

こ
の
神
歌
は
官
の
神
の
乗
る
船
が
無
事
に
日
的
地
に
着
く
よ
う
に
祈
る
も
の
だ

と
い
う
。

次
に
、
そ
の
歌
詞
を
あ
げ
る
。
本
文
は
大
川
(

A

九
七
凶
、

.
a
-
九
・
.
一
二

O

百
八
)
に
よ
り
、
こ
れ
に
共
通
語
訳
を
付
し
た
外
間
・
新
里
(
一
九
七
八
、
二
一
三
四
・

二

j
・五

H、
)
か
ら
引
川
す
る
。

乗
瀬
お
山
獄
の
祭
り
歌
(
一
.
)
(
伊
良
部
島
)

い

ら

う

か

ら

な

か

っ

か

ら

伊

良

部

か

ら

仲

地

か

ら

と

お

っ

し

ゃ

て
l

あ

さ

ま

い

、

は

る

か

ら

ゆ
l
ゃ
な
お
れ
(
繰
返
し
)

や
ら
び
や
そ
ん

あ
て
に
や
そ
ん

の
こ
さ
だ

ゆ
!
な
お
れ

ま
ず
の
あ
ら

こ
み
の
あ
ら
の
ず

い
ら
び
に
や

l
ん

ゆ
l
ゃ
な
お
れ

l
 

I
L
 

--

い
ら
ぴ
ゆ
り

万ー

っ
そ
り
ゅ

l
ず

ふ
な
こ
の
っ
そ
り
ゅ

l
ず

お
や
つ
、
王
が
み
や
こ
な
ず
の

た
び
て

l
ど
み
や
こ
な
ず
の

や
ら
う
だ
い
さ
す
が
も
の
よ

と
り
や
も
ち
ー
さ
す
が
も
の
よ

ぬ
ゆ
し
ば
ま
ぱ
ま
が
い

ぱ
ま
が
い

L 

ノ、七

お
い
ん
な

}¥.. 

か
ぎ
た
び
の

ち
ゅ
ら
た
び
の

に
が
い
お
ず

ち
ゅ
ら
た
び
の

九

お
ぶ
と
が
み

と
な
か
が
み

と
な
か
が
み

な
が
む
ぬ
の

な
が
む
ぬ
の

ど
が
い
し

l

と
む
そ
で

.
0
あ
お
な
ず
の

ぴ
ず
に

l
ん

.
ど
む
で
や
し

l

世
は
直
れ
〈
嚇
子
〉

子
供
達
さ
え
も
幼

f
さ
え
も
の
こ
ら

ず米
の
籾
米
の
籾
も
残
さ
ず
選
ぶ
よ
う
に

選
ん
で
い
る
集
ま
っ
て
い
る

舟
子
が
集
ま
っ
て
い
る

大
役
、
王
の
宮
市
の
、
王
成
り
の

旅
と
い
っ
て
宮
市
、
正
成
り
の

柔
ら
御
台
佐
司
の
物
を

取
り
持
っ
て
佐
.4
の
物
を

乗

瀬

浜

浜

に

ド
り
の
浜
に

し
仏
派
な
旅
の
し
仏
派
な
旅
の
も
の
を

願
っ
て
い
る
し
比
一
保
な
旅
の

33 

大
波
ま
で
波
中
ま
で

お
供
し
よ
う
渡
巾
ま
で

庁
大
将
の
長
い
も
の
が

走
る
よ
う
に
長
い
も
の
が

〈
未
詳
〉



に
や

‘
，

A

や
す
つ
だ
み

と
も
そ
で
よ

ま
ぬ
き
や

.
出
な
な
た
き
の

お
か
ぎ

五
か
ん
か
ん
の

よ

ど
が
い
し

と
こ
ろ
だ
み

と
こ
ろ
だ
み

て
さ
じ
も
ち

ゆ

て
さ
じ
も
ち

な
な
お
ま
い

六
て
ん
の
も
も
ち
ょ
う

の
お
か
ぎ

七
い
つ
つ
か
し
:

す
も
の
も
も
ち
ょ
う
の
と
う
ず
か
し

第37な(2001)

ふ
い
さ
ま
ち

八
い
つ
つ

弘前学院大学紀賞。

お
に
が
い

鵠
査
鵠
の
フ
ナ
ウ
サ
ギ

る
c

と
う
つ
つ
の

ぷ
ゴ

l

J
/

牛

4
B
1

ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。

イ
う
ウ
カ
ラ

〈
ブ
ナ
ウ
サ
ギ
〉
ナ
カ
ッ
カ
ラ

シ
ユ
マ
イ
パ
テ
ィ

ユ

ヤ
ナ
ウ
レ

(ユ

i
ヤ
ナ
ウ
し
は
各
節
で

ア
テ
ニ
ヤ
ソ
ン

ヤ
一
フ
ピ
ヤ
ソ
ン

ノ
コ
サ
ダ
テ
ィ

γ
ズ
ノ
ア
ラ

イ
一
ブ
ピ
ニ
ヤ

凡

イ
う
パ
リ
ョ

l

ス

フ
ナ
コ
ノ

コ
ミ
ノ
ア
ラ

ン

ツ
ソ
リ
ャ
リ
ヨ

で

っ
て

初
引
い
て
子
拭
を
も
っ
て

七
山
獄
の

お
訟
での

の
お
蔭
で

天
の

の
お
践
で

wぐ

く
だ
さ
い

行
き
着
く
と
こ
ろ
の

ろ
の

f
u
u
H
E
 

ιdmwtuv 

お

の
と
お
り
で
あ

び〉

で

よ1

1角、
m~ 
~ 11し
ゃ
I fJ~ 

三笠二

時~.

た
ち
を

い
で

米
の
入
っ
た
如
仰
を

を

で

入
っ
た
拐

の
入
っ
た
籾
を
立

て
い
る
)

読
ま

L
二

ヨバ

fu
中
4
J
/

れ
た
こ
と
)

Ji 

ウ
ヤ
ズ
シ
ユ

ト
ゥ
マ
リ

/、

ヤ
ラ
ウ
ダ
イ

ワ
ャ
モ
チ

じ

ヌ
ユ
シ
パ
マ

オ
イ
ン
ナ

)¥ 

カ
ギ
タ
ゼ
ス

ニ
ガ
イ
ソ

ウ
ブ
ト
ガ
ミ

オ
ト
モ
ソ
ヂ
イ

A
O
ア
オ
ナ
ズ
ヌ

ぜ
ヤ
ズ
ナ
ン
テ
ィ

明

、畑W

ド
ゥ
ム
ヂ
シ
ヤ

ゼ
ヤ
ズ
ナ
ン
テ
ィ

て
.
ヤ
ス
ツ
ガ
ミ

オ
ト
モ
ソ
デ
ィ

一
二
ア
オ
ズ
モ
チ

マ
ヌ
キ
ョ

i
ラ

a

問
ナ
ナ
タ
キ
ス

ウ
カ
ギ
ン

.
五
カ
ン
ガ
ズ
ヌ

ウ
カ
ギ
ン

ミ
ヤ
ク
ナ
ス
ズ
ヌ

サ
ス
ガ
そ
ノ
ヨ

パ
マ
ガ
イ

チ
ュ
ラ
ダ
ピ
ヌ

ト
ナ
カ
ガ
ミ

ナ
ガ
ム
ヌ
ヌ

ド
ゥ
ガ
イ
シ
ャ

i

ト
コ
口
ガ
ミ

テ
サ
ヂ
モ
チ

ナ
ナ
ウ
マ
イ

モ
モ
シ
ゃ
ス
ヌ

モ
チ
ョ

l

L

ハ
テ
ィ
ン
ヌ
モ
ザ
セ
チ
ョ

l

ウ
カ
ギ
ン

a

七
イ
ツ
ツ
カ
シ

ブ
サ
ミ
チ
テ
ィ

ヨ
ツ
ツ
ヌ

ス
タ
ヌ
モ

ト
ヨ
ツ
カ
シ

J
t

ツ
ツ
ツ
ヌ

の

i
 

，rj'ト
、、t
J
'
E

・

fl 

来取干
潮り存i
浜世を

点
派
な
も
の
を

(J) 

で

で

礼
送
り
す
る

い
掠
の

矧
い
だ

大
波
(
速
い

で

る

-34 

走(
特
の
川
仰
の
)

で

で、

しミ

っ
て

招
い
て

七
御
山
獄

の
す
べ
て
の
神
々
〉
の

お
誌
で

の

グ〉

卒中

々
の

お
蔭
で

米

グ〉

耕!
の
11長
E ぴ〉
の

お
蔭
で

ぴ〉

卜

地
上
)
の
神
の

炉
)
甲
〕
キ
品

ど
こ
ま
で

-
・
、
‘
，
“
，
、
‘
、
‘

て
ノ
¥
千
人
判
に
し

て
く
だ
さ
る



構 111米謹一一伊良部品のカ

オ
ネ
ガ
イ

て
く
だ
さ
る

、.も
nv-F
幽

B

V

J
人

一
九
ウ
サ
ギ
カ
、
ギ

ネ
ガ
イ
カ
ギ

J

・7
K
Lど

/
手
/
崎
川
ふ
件
M

ウ
サ
ギ
テ
ィ

告
承
状
況

良
好
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
山
先
行
の
神
歌
の

て

い

た

間

以

、

調

布

時

の

、れけ，

の

句
日
の
反
復
に
な
っ

辻
す
べ
て
ユ
!
ヤ
ナ
ウ
し
に
な

渡
海
安
全

い
請
も
あ
る
が
、

そ
の
丈
脈
は
出
れ
る
ひ

こ
の
神
歌
の
、
王
百
は
、

子
が
神
の
裁
で

神
の
い
照
敷
ま
で

以
波
海
安
全
の

っ
て
い
る
り
よ
く
わ
か
ら
な

て
み
る
と
、
お
お
よ

々
の
神

ス

の

-w人
ノ
ご
叩

ふ
/
ー
ダ
ル
/

シ〕
J

ぜ

ゆ
る
神
な
お
、

は
仰
の
神
が
乗
る
い
わ

の
が
こ
の
神
散
で
あ
る
り

る
神
々
は
、
白
川
の
御
山
械
の
神
々
竺

の
神
々
(

.

L

ハ
)
だ
と
い
い
、
と
く

て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、

四
)
、
あ
ら
ゆ
る
神
々

船唐倒j に
子の掛来
が神の j頼
JLの神御
掠が棋
橡

っ
と
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

の

送
ら
れ
る
、
主
神
・
刊
の

の
な
か
に
出
て
こ
な
し

で
お
供
す
る
と
ゾ
つ
の
で
、
こ
の
大
波
、

の
神
の

の
よ
う
で
あ
る
り
す
な
わ
ち
、

の

神でト
のは!
原油;の
像彼仰
はのの

ト
で
あ
る
こ
と

て
い
よ
う
口

て
い
る
が
、
こ
う
し
て
み
る
と

の
出
に

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
ひ

船
子
と
船
子
の
オ
パ

i

さ
て
、
ブ
ナ
ウ
サ
ギ
の

べ
る
が
、
そ
の

こ
の
山
の
神
を
神

ろ
う
か
の
ぞ
れ
は
州
O

れ
な
い
り
船
子
の
オ
パ

i
が

し
て
い
る
の
府
の
神
は
波
打

い
て
ブ
ナ
ウ
サ
ギ
を
歌
う
の

の

の
オ
パ
(
ユ
キ
ウ
マ
)
以
外

神
の
裁
で
選
ば
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
神
歌
と
.

の
浜
か
ら
出
航
す
る
が
、
船
f
y
の
オ
パ

i
が
海
乙

も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
訟
子
の
オ
パ

i
は
む
向
上
の

f
神
と
い
う
伴
神
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

け
る
わ
け
で
は
な
い

ぴ〉

で
は
神
の

}¥ 

を
則
し
て

.
四
以
下
に
み
ら
れ
る
神
々
へ
の
祈
願
は
、
川

オ

パ

こ

そ

こ

の

役

に

ふ

さ

わ

し

い

の
幻
想
で
あ
る
若
々
し
い

で
あ
っ
て
、
ん
?
の

像
と
、

四・、‘〉。

て
し
ヴ
《

こ
の
神
歌
に
は
、

専
ら
と
す
る

、Er
-
-
，k

、守、、

バ
V
M
M
H
A
M
-
刀

の
オ
パ

i
)
の

つr
.);:) 

の
な
か
か
ら
立
派
な
船

f
を

-
仲
地
の

波
(
泣
い
海
)
ま
で
な
ん
の

け
る
、
と
述
べ
て
い
る
心
こ
れ
に
対
し
て
、
七
・

の
神
女
(
船
子
の
オ
パ

i
)
の
像
が
山
て
い
る
の
仙

つ
神
を
見
送
り
、
ぬ
の
神
々
ヤ
大
地
の
神
々
に
渡
海
安
全
を
祈
願
す
る
の
は
、

'K(
船
子
の
オ
パ

i
)
の
務
め
で
あ
る
口
神
支
の
析
ち
も
高
じ
れ
ば
F

け
ら

に
な
る
。
現
実
の
?
と
幻
視
の
世
界
は
、
紙
一
4

単
一
で
あ
る
。

-
島
.
九
行
(
)
は
、
ブ
ナ
ウ
サ
平

波
日
の
一
の
神
の

ぺ、・

.
:
J汁
J

ハ

j
'
ノ

ω

…'
E
L
'

大
川
(
.

ノ

¥
V淵
'

の
歌
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

れ
た
説
で
あ
る
(
後
述
七

そ
の
他
の
神
遊
び
こ
う
し
て
、
主
神
や

柏

f
で
E
J

い
な
が
ら
七
川
ま
わ
る
り

次
い
で
、

こ
れ
は
カ
ム
ス
の

て
か
ら
、
円
陣
を
組
み
、

の
入
り
口
で
川
附
を
組
み
、
カ
ン
ナ

ギ
ア
ヤ
グ
を
敬
、
っ
。
そ



し
て
円
以
後
に
、
海
の
ト
々
を
向
い

子
を
変
え
て

カ
ン
ナ
l
ギ
ア
ヤ

Y
っ
し
て
草
ね
て
神
々
の
徳
を
私
え
、
そ
の

う
と
し
て
い
る
む

以
仁
、

で
終
わ
る
む

車
立
ち
す
る
主
神

が
帰
っ
て
い
る
。

第
に

…h 

の
に
、

J
U
H
の

同
が
速
く
に
あ
る
の
で
、
主
だ
っ

よ
う
に
、
向
日
け
の

日
の
次
第
と
ま
っ
た
く
川
じ
で
あ
り
、

7
L
 

1
'
e孟

こ
の
よ
、
つ
に
カ
ム
ス

で、

日
日
ま
で
で
は
川

っ
て
い
る
の

し、

な
い
の
で
あ
る
。

(2001) 

G 

四
日
目

弘liij/;::院大学紀要

四
日
日
の
次
第
は
、
一
け
け
と

村
人
の
た
め
に
、
こ
の
け

て
い
る
と
い
、
っ
。

で
あ
る
の

日
目
に
参
弼
で
き
な
か
っ
た

7 

五
日
目

マ
ン
サ
ン

る
の
で
、
こ
の
日
を
マ
ン
サ
ン

と

こ
の
日
で

ぃ、つの
シ
ヂ
ュ

i
ナ
レ
の
捗
銀

人

が
カ
ム
シ
ャ
ー
に
参
集
す
る
Q

で
実
際
の
務
め
は
そ
の
家
扶
の

K
性
が
し
て
き
た
が
、
こ
の
日
ば

る

口

の

末

席

で

あ

る

出

入

り

υゅ

シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ

は
カ
ム
シ
ャ

っ
て
し
る
。

シ
ヂ
ユ

の
シ
ヂ
ュ

l

ナ
レ

の
東
側
に
、

ナ
レ
は

ハ
ノ
断
叶
川
明
ゅ
}
、
ク
ご

1

r
t
u
w
r
E
F
ι

，RI--u
‘，ju
・

4
'
1
4
a
m叶

て
い
る
。

輯
捕
り

に
茶
泌
を
供
え
る
り

そ
れ
か
ら
、

て
初
踊
り
を
す
る
。

な
お
、

了
一
し
ハ
珂
)
に
よ
る
と
、
こ
の
後
に

ぐ
九
七

ろ

波

μ
の

シけマ
ヂJ.ン

143 
ナへの
し躍
に智弘
三幹 Z
コソ、焚

し=

て
J手
む

ソ
イ
の

ふ
れ
、

しE
D 

し= ユノ
ヂ
ユ

ナ
レ
の
出
迎
え

て
く
れ
た
神

や
が
て
神
'K
た
ち

シ
ヂ
ュ

i
ナ
レ
辻
白
分
た
ち
の
た
め
日

ら
の
働
き
を
ね
ぎ
ら
う
。
こ
の
後
、
神
域
の

れ、

の

(
神
文
裳
)
を
脱

女
を
正
座
し
て
山
山
加
え
、

に
よ
っ
て
カ
ム
シ
ャ

l
の
出
入
り
口

ナ
レ

る
G

カ
ム
ス
ノ
ー
リ

カf

の
入
り
ー
の

-
え
路
で
カ
ン
ナ
i
ギ
ア
ヤ
グ
の
ク
イ
i
チ
ヤ

36-

に
向
か
う
心
伊
F

仲
地
の
才

一
行
を
出
迎
え
る
。
神
女
た
ち
も
歌
い

る
心
次
い
で
、

で
カ
ン
ナ
I
ギ
ア
ヤ

、、、、，〆か
っ

「
a

，色、、、為ペカ以
上
、
こ
う
し
て
祭
り
を
終
え
て
持
女
た
ち ユ
i
キ
ウ

γ
た
ち
は
カ

l
fを
伴
み
、

J

踊
る
U

ノ

に
帰
る
こ
と
を
、

の
神
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の

カ
ム
ス

リ
と
い
う
c

こ
れ
は
、

と
を
桁
す
と
考
え
ら
れ
る
ひ
カ
ム
ス
ノ
!
っ

は iこ

J る

口ニ

日
の
カ
ム
ス
オ
リ

状九一
川八九
は七八
/ド七

年
の
次
第
と
神
歌

lま

こ
の
と
き
の
祭
り
の

び〉

の
あ
り
ト
々
と
は
と
ん
ど
は
門
じ
で
あ
る
。



• 111料率一ムス一一儀礼・伊良品ぬの

一
二
月
の
カ
ム
ス

っ
て
い
る
。

ム
ス
の
次
第
は

.

.
 月
の
カ
ム
ス
の
次
第
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、

正
「
の
相
違
が
あ
る
の

ょ
、
つ
に
、

に
も
カ
ム
ス

.
二
月
の
カ

の
よ
う
な

一
日
目

祭
り
の

語
(
泡
盛
)
を
出
す
の
辻
、

の

キ
ウ

る
ユ

i
キ
ウ

γ
、

悦マ
すで
るあ
むる

鍋:
小?新
jfflや
;はま J諸若
… 
ン正l
ヂ!只L 
ごr. ，はま

7ナ-

レ Jj 

二
日
目

U
Hか
ら
向
日
日
ま

艮
古1)

の

しお
り

っ
て
、
サ

三
日
自
の
オ
パ
ー
た
ち
に
よ

ラ
パ
ヤ
シ
の
儀
礼
も
な
い
。
ト
八
漁
祈
願

A

一日

H
と

M
じ
で
あ
る
。

しE
O 

四
日
詔

五
日
目

で
あ
る
り
こ
れ
で
カ
ム
ス
の
す
べ
て

イ
に
供
え
、
み
ん
な

イ
で
の

カ

カ

わ
る
の
で
、

~.J 

ギ
ア
ヤ

カ
ン
ム
ア

い
踊
る
の

以
上
の
ょ
っ

)J 
と

ち
の
神
棋
の

一
一
月
と
士
一
丹
の
大
祭

、J

、L
-
-
E

〉
ひ

《
レ
ザ

J
4
ザ
t

、、
U
V
7
4

き
.r-.J 

こ
の
よ
、
つ
に
、

JJ 
と

で
カ
ム
ス

て
へい

の jしモ
か九な
、Qぜ

っ
て
い
る
と
記
し
て
い

て
同
じ
性
格
の

す
る
の
だ
ろ
う
か
り

は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
カ
ム
ス

を
な
ぜ
次
の

る
。
儲
か
に
、
同
仁
、
正
担
の
も
と

可
ノ
h

H

H

E

/

'

R

σ・甘
利

γ
」
苓
』

か

そ
の
他
の
神
々
に
も
お
社
え
し
て

村
人

て
も
神

k

の

戸
、
王
U
'

v
v
t
a
t
-
h
・a
，

の
は
、
た
い
へ
ん
な

し

っ
て

で
あ
る
り
あ
る
村
人
は
、

の
た
め
に
，
二
丹
の
カ
ム
ス
を
設
=

一
月
の
カ
ム

ス

日
目
をて
設い
ける
ると

し
か
し
、

ほ
ど
に
、
日
程
に
辻
十
分
余
裕
を
も
た
せ
て
い
る
の
こ

で
必
要
だ
ろ
う
か
む

の
た
め
に

た

る
の
か
と
い

こ
の
シ
マ
(
伊
良
部

四

由
来
簡
の
形
成

儀
礼
と
歌
謡
と
出
来
語

た凸

主
に
神
歌
)
を
み
て
き

以

の

そ
の
結
果
、
カ
ム
ス
は
カ
ム
シ
ヤ

し
た
諸
々
の
神
に
あ
ら
ゆ

し
か
し
、

を
主
た
る
祭
場
と
し
、

神
を
¥
上
神
と

37 

か
る
。

ず

よ
く
み
る
と
、
こ
の
然
り
の

な
り
関
干
し
て
い
た
り
そ
れ

の
:
一
点
で
あ
る
心

日
日
に
と
く
に
設
け
ら
れ
、タ

マ
メ
ガ
の

に
述
打
す
る
り

こ
れ

て
お
り
、

の

こ
の
祭
り
の
核
心
却
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
の
カ
ム
ス
に
お
い
て
は
、

な
しE

11 

て
お
り
、
儀
礼
の

伯
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
変
科
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。

そ
の
い
事
情
は
、
次
に
上
げ
る
カ
ム
ス
の
「
)
を
み
て
い
く
こ
と
で
、

明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ら
か
の

カ
ム
ス
の
由
来
諜
二
〉

カ
ム
ス
が
ど
の
よ
う
に
し
て

っ
た
か
を



大
JlI 

)L 
V七
!凡!

のふ
かよ
tr --: 
す五
のの

と
題
し

て
い
る
む
次
に

こ
れ
を
引
出
す
る
。

た
と
い
う
日

ブ

ス

.ry 

の
多
い
者
か
ら
四
十

第:37)}(2001) 

名
を
選
ん
で

山
十
人
の
い
お
持
た
ち
は
、
愈
々

さ
て
、

っ
て

っ
しE

hG 
れ
どて
も II~
、発

し
た
と
しE

つ

夕、詩学Iq:太学紀'f/:

へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。

は
、
い
ろ
い

白
川
で

令
が
叶
え
ら
れ
た
の
は
、
来
瀬
お
繰
の

、っこ
を
行
な
っ
た
の
が
そ
の

カ i浪
ン吟;る
ス

る

月
の
け
バ
の

わ

ん
f

で
は
こ
の
祭
の
こ
と
を
カ
ム

ス
オ

と
い
い
、
祭
が
絡
つ

、
カ
ム
ス

こ
と
を
カ
ム
ス
ノ

い
っ
て
い
る
。

か
わ
る
と

しE♂'

そ
の

に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
り

概
要

(
.
)
の
概
要
は
、
次
に
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
の

1

5

、
ノ

h
H
V
'
-

ム

パ

セ

グ

伝

タ

ト

ト

‘

こ
の

O
人
の

山
で
き
た
の
で
、

の
祭
り
を
し
た
り
こ
れ
が
一
月

と
て
月
〈
引
出
丈
の
一

で
あ
る
こ
と

月
か
、

た

)

に

で

あ

る

の

そ

し

て

、

係
・
一
門
か
ら
ユ

l
キ
ウ

γ

て

、

カ

ム

ス

の

‘‘、.、
J

、

他

v

、、，

hv

、、号、、，
4
'

・

右

土

て

土

く

治

制

f

カ
ム
ス
の

凶

O
人
の

っ
た
。

の
祭
り
を
し
た
と
あ

、
} 

、叩岨，

て

下動

'-

カ
ム
ス

J

ト品、っ。

最
瀬
御
療
の
カ
ム
ス

(
.
)
の
タ
イ
ト
ル
が

あ
る
の
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、 ま
ず
、

べ
き
こ
と
は
、
こ
の
カ
ム
ス
の

-38-

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

カ
ム
ス

の
神
徳

〈
よ
く
示
し
て
い
る
心

て
い

で

直
土
)
は
、

fl 
u 
0) 

家)ヵ
ぴ〉ム

ス

お
け

と
か
な
り
関

連
し
て
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
花
来
カ

ム
ス

で
カ
ム
ス
に
関
与
し
て
き

た

、
透
け
て
見
え
て
く
る
や
す
な
わ
ち
、

ぴ〉

全
)
が
カ
ム
ス

ーし、

カ
ム
ス
の

い
さ
さ
か
の
変
科
を
も
た
ら

の
カ
ム
ス
」
し
ら
え
け
え
る
ほ
ど
に
な
っ

の
で
あ

る。

.r) 

難
瀬
儲
撤
の
関
与

パ
」
み
品
、

カ
ム
ス
に
関
与
し
て
き
て
、

る
ほ
ど
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
の
こ
れ
に
辻
、

カ

ム
ス
^ 11 梁
瀬
御
織
の
由
来
諜

こ
、
こ
の

そ
こ

の

に
こ
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る
こ
と
に
す
る
け

れ
て
い
る
。
そ
の
内
山
は
、
近
叶
い
の

μ換
が
二
岬

時
琉
球
菌
出
来
記
h

の
伝
承
近
世
の
い
棋
の
“
つ

し
た
つ
琉
球
凶
山
米
記
い
冶
ゅ
‘

波
間
…
問
、
水
上
円
(
-
九
九
七
、

M

呆
瀬
御
山
政

抹
録
さ

ぴ〉

ニ
ト
刊
の
〉
請
な
版

ttt・山イJ
人未

名 fi:
ヲ品二

一I三
メ
ガ
ト
、ノ

ヲ
産
ミ
、
余
一
一
般
シ
ケ
レ
パ
、

ノ
頃
、
湖
、
汲
ニ
来
瀬
ノ
浜
ヘ

時
悲
ミ
、
尋
ケ
レ
ド
モ
見
ヘ

ハ
ズ
瀬
山
ノ
麓
ニ
忙
然
ト
シ
テ
4
1

レ
パ
椙
ヲ
引
チ
ギ
リ
、
我
ハ
足
、
此
応

i
一
一
飛
入
、
揺
市
様
ニ
ル
ぃ
ヘ
ニ
ケ
ル
。
父
り
段
々
川
山

一
ア
京
額
出
一
一
枠
問
、
神
ト
サ
シ
押
タ
ル
ト
ナ
リ
。

栄
一
.
つ
日
は
、
一
つ
け
と
ほ
ぼ
川
じ
内
存

し
た
土
地
老
説
偉
い
品
球
協
」
外
巻
)
盗
品
衛

ぐ
九
七
八
、

.
:
A
問・品
J
.

五

、・ャ
/
l
ν

日

ia，
，

.s'd 

守
議
ノ
神
一
一
成
ト
テ
、

切
ケ
ル
ト
れ
ノ
袖
ヲ
娘

祖
叩
明
者
脱
僻
加
の
伝
魚

休、、

の

じ

に
記
さ
れ
て
し
る
が

行
む
に
よ
る
ω

F
h
d
-

、
k
l

、

門

i

i

i

.
K
P
J
を
産
卜
す
心
此
の
'K
、

父
吋
探
く
之
れ
を
愛
惜
す
る
こ
と
、
ゅ
の
如
く

背
称
許
せ
ざ
る
は
慨
し
れ
此
に
之
れ
を
称
し
て

に
ぶ
上
り
、
側
、
海
辺
に
作
き
て
湘
本
を
批
む
の
時

一
三
岳
と
日
ふ
)
と
為
り
、
克
に
川
り
米
る
を
は
ず
り

廷
に
往
き
、
之
れ
を
尋
ね
之
れ
を
問
ふ
も
、
耐
も

?
月
を
歴
て
、
乗
瀬
紋
下
に
出
現
す
。
父
母
之
れ

‘
忙
ぎ
抱
せ
て
之
れ
を
抱
く
に
、
神
'K
袖
を
断
七

じ
に
躍
品
の
神
と
為
る
口
以
て
暫
く
も
住
ま
る
ベ

小
ぃ
武
敏
捷
、

市
の
如
し
口

.t美
嘉
と

忽
ち
化
し
て
神

ハ
人
以
大
い

仕ハの
を
凡
で
、

γ

出
し

て
け
く
、

入
る
口
父
母
之
れ
を
視

て
、
此
の
掛
に
収
む
。
時
人
之

折
る
託
、
必
ず
此
に
指
り
、
以

の
伝
水
と
し
て
は
、
大
川
て

て
い
る
の
次
に
そ

に
社
ハ
の

てコ

j霊

現
行
の
密
来
讃

て
い
る
け

タ
γ
メ
ガ
は
航
海
の
守
諜
神
し
ら
し

の

オ

プ

サ

ト

の

訂

性

オ

プ

カ

ニ

夫

婦

の
‘
い
た
り
あ
ま
り
尖
し
か
っ
た
の
で
、

こ
ろ
か
ら
外
に
出
る
時
は
顔
に
鍋
の
煤
を
つ
け
た
り

こ
う
し
た
あ
る
年
、
向
は
小
魁
に
襲
わ
れ
て
台
し
ん
だ
り

ブ
ナ
カ

タ
γ
メ
ガ
と

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

な
か
っ
た
り
い
い
お
い
の
篤
い
オ
プ
カ
ニ
は
こ
の

出
に
向
か
っ
た
り
北
風
に
乗
っ
て
八
重
山
に

乗
っ
て
帰
る
は
ず
で
あ
る
。
父
の
渡
海
安
全

や
が
て
点
風
の
吹
い
た
の
を
と
て
も
喜
び
、
.
守

し
て
に
が
り
を
求
め
て
乗
瀬
の
浜
に
潮
汲
み
に

急
い
で
い
た
の
で
煤
を
つ
け
る
の
を
忘
れ
、
そ
の

に
な
っ
た
む
母
は
そ
の
行
万
を
求
め
た
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ひ

っ
た
オ
ブ
カ
ニ
や
村
人
も
探
し
た
が
、
そ
の

を
だ
う
た
め
に

ニ
は
、
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マ
メ
ガ
辻
、

と
こ
ろ

し
て
知
れ

な
か
っ
た
い

ぞ
れ

γ
凡
、
サ
で

っ
た
あ
る
日
、

ジ〉

マ
メ
ガ
が
現
れ
た
り
両
親
は
彼

K
に
抱
き
つ
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

を
振
り
切
り
、
「
弘
は
こ
の
品
の
護

に
出
え
て
し
ま
っ
た
り
そ
こ
で
、
こ

タ

マ
メ
ガ
は

しE

ー

ノ

、

明

、

〆

V
E
t
-
o

J

J

J

'

T

Y

」

i
u
v

、-4

IliJ 

IHI 
σ) 

¥
-
1
U
?
¥
'

し、.動

f

i

j

f
ノ

4
/

;¥、

が
「
来
瀬
御
獄
山
米
」

と
し
て

て
し
る
む



島
の
守
護
神
と
渡
海
安
全
の
神
の
五
話
に
は
、
そ
の

ら
な
い
部
分
と
変
わ
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
日

て
い
る
品
柄
は
次
の
と
お
り
で
、
こ

の
タ
マ
メ
ガ
が
働
五
・

百
年
近
く

ほ
と

の一一凡人州の

ぷ
制
と
同
じ
で
あ
る

に
い
っ

の
こ
ろ
、
来
瀬
の

こ
れ

こ
、
γ

小川
J

、

i
y
i
 

し
、
山
い
刊
の
巾

そ
こ
で
、
こ
の

形
川
村
ん
の
袖
を
残
し

し
た
の

心
消
え
た
り

て、

て
い

立・ (2001)

る
心
父
・
オ
プ
カ
ニ

に
渡
り
、
市
風
に
府
つ

っ
た
む
ま
た
、
タ
マ
メ
ガ

っ
て
ば

タ
マ
メ
ガ

て
い
た
の

イコ

〕
ろ

弘前学院大学中d繁

に
あ
る
心
そ
し
て
、

し
て
い
る
。

び〉

し
て
の

つの
て rlJ
い米
た却
のの
かよ

と
)¥、
主
UJ 
を

性
米
す

か
ま
、

っ
た
の

に
わ
か

る
と
こ
ろ
で
あ
る
の

し
、
ド
奈
川
山
一
に
読
み

品
の

し
て
の
タ
マ
メ
ガ
の
神
威
に
渡
海
安
全
の

さ
れ
た
と

み
る
の

安
心
ー
で
は
な
か

こ
の
こ
と
は
、

カ

ム

ス

の

本

義

、

て

い

る
い
カ
ン
ナ
l
ギ
ア
ヤ
グ
と
サ
ラ
パ
ヤ
シ
を
見
る
と
、
来

の
神
・
1

川
仰
け
神
」
と
J
J

け
い
換
え
ら
れ
、
ブ
ナ
ウ
サ
ギ

の
神
と
し
て
と
く

こ
と

れ
て
い
な

の

議
十111
L… 

神
」
、
す
な
わ
ち

の
神
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
の

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
来
瀬
御
山
獄
の

を

る
カ
ム

ス
の

来
瀬
御
山
は
の
山
米
諸
の
タ

γ
メ
ガ
の
あ
り
ト
々

の
女
神
工
乞
踏
ま
え
て
い
る
と
わ
か
る
。

祭
る
容
と
祭
ら
れ
る
者

波
神
に
な
っ

来
瀬
の

の
出
米
却
の
い
八
寸
前
は
、

タ
マ
メ
ガ
が
山
の
守

し
か
し
、

こ
れ
は

い
え
ば
彼

K
が

い
て
い
る
む

タ
マ
メ
ガ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

σ〉
神

の
義
で
、
彼

て
い
る
の
そ
し
て
、
神
に
仕
え
る
託
・
神
の
れ
刊

の
人
か
ら
み
る
と
神
FH身
に
も
見
え
、
時
に
は
神
と
し
て
語

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
村
人
が
タ
マ
メ
が
を
叶
ん
し
き
持
」
だ
と
い
う
の
は
こ
の
た

め
だ
ろ
う
。
祭
る
符
と
祭
ら
れ
る
在
の
関
係
は
、
紙
一
r

ぃ
単
一
で
あ
る
ω

会
伝
え
る
者
は

と
く

の
来
瀬
御
ほ
の

っ
て
八
歌
山

の
タ
マ
メ
ガ
は
、

，
て
、
1

1
、

!
ト

J
l
b
u人

っ
て
向
に
帰
る
父
・
オ
プ
カ

て
い
る
。
タ
マ
メ
ガ

て
お

40 

り
、
そ
の

あ
る
心
そ
れ
と
川
時
に
、

タ
マ
メ
ガ
は
波
海
安
全
を
適
え
る
神
で
も
あ
る
心

。

の

の

オ

パ

タ

の

カ
ム
ス
に
お
け
る

マ
メ
ガ
と

の
あ
り
万
を
し
て
い
る
ひ
:
一
刊
日
の

の
オ

は
北
)札

の
神
を
ト
川
風
に
来
せ

辻
、
カ
ム
ス
と
い
う

ぐ〉

り
出
し
て
い
る
の

の
い
加
の
け
を
境
に
、

こ
と
に
い
川
口
し
、

山
一
川
人
の
も
つ

の
道

λ

て
い
る
け
れ
の

バ
述
は

ブ
年
に
.
角
度
の
ん
出
り
の

の
吹
き
荒
ぶ
冬
に
定
ま
っ
た
方
角

て
、
こ
れ
を
然
り
の

.
1
H討
に
あ
て
、

wぐ

い
る
。
こ
の
時

-
ブ
ナ
ウ
サ
ギ
を
み
る
と
、

の
オ
パ

l

の
神
の

に
こ
の
神
の
船
を

σ〉
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み
て
く
る
と
、

っ
て
波
海
安
全
を
全
う
し
て
い
る
の

タ
マ
メ
ガ
と
船

f
の
オ
パ
!
の
き
わ
め

カ
ム
ス
の
山
米
一
川
で
〉
に
お
け
る
タ

γ
メ
ガ
と

に
見
え
て
く
る
の
カ
ム
ス
の

タ
快-:(

こ
の
よ
、
つ
に
、

び〉

山
M

を
純
米
す
る
川
O
人
の

オ
パ
ー
が
山
て
い
る
の
す
な
わ
ち
、
タ
マ
メ
ガ
の

オ
パ
ー
が
作
ん
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
カ
ム
ス
の

(J) 

で
い
く
と
、
タ
マ
メ
ガ
の
羽
--M
を
受
け
継
ぐ
も
の

パ
ー
だ
と
い
え
る
。
船
子
の
オ
パ

l
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ま
4

人
の
タ
マ
メ

ガ
叫
ん
と
い
う
の
で
あ
る
の

ぴ〉最
瀬
御
棋
と
カ
ム
シ
ャ

i

ら
れ

カ
ム
ス
の
、
五
た
る
代
小
場
・
カ
ム
シ
ャ

i
は、

て
い
る
け
ま
た
、

J
.
U
H
の
伐
巾
御
願
を
淀
口
の

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
渡
海
安
全
の
'K
神
が
鋲
ム
附
す
る
来
瀬
訴
訟
の
前
で
す

見
ら
れ
が
ち
で
、
タ
マ
メ
ガ
が
円
へ
の
波
海
を
加
護
す
る
よ
う
に
と

っ
た
口
こ
の
よ
う
に
、

•. 

つ
の
雫
地
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
、
カ

け
さ
せ
た
も
う
.
つ
の
背
景
だ
っ
た
ろ
う
り

で
技
海
安
全
を
川
町
持
す
る
神
歌
(
ブ
ナ
ウ
サ
ギ
)
に
は
来

て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
来
制
御
掛
と
州
総
な
カ
ム
ス
の
本

ム
ス

て
い
る
の

カ
ム
ス
の
由
来
謹
(
一
〉
と
犠
礼
の
連
動

こ
の
よ
う
に
タ
マ
メ
ガ

(J) 

オ

来
制
御
山
械
の
神
城
(
山
海
中
κ八
と
と
カ
ム
ス
の
ん
わ

で
あ
り
、

以

か
り

カ
ム
ス
が

て
い
る
。

グ〉で
あ
る
よ
う
に

れ
、
カ
ム
ス
の
山
米
諸
(
‘
)
が

え

らけす
れ日る
るのと
ひ家;こ
び〉

じ
め
た
と
与
え
ら
れ
る
の

の
椛
札
〈
川
‘
.
川
口
の
名
、
紅
、

ω

の
オ
プ
カ
ニ
御
山
獄
述
打
)
が
ル
T
，
じ
た
と
与

の
名
、
れ
は
.
澗
.
け
け
の
似
々
の
糾
刷
か
ら
派
・
作
ぃ

ら
れ
る
り
ま
た
、

月

の
カ
ム
ス
で

お
け
る
家
の
繁
栄
祈
願
は
品

れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
む
持
し
た
と
は
J

一-m
い
が
た
い

カ
ム
ス
ト
の
村
山
ん
が
浅
い
こ
と
に
山
係
し
て
い

.
H
け
の
オ
ブ
ニ
カ
御
掛
送
作
に
し
て
も
、

る
の

ザ..-r 
」

な

も
()) 

で
あ
る

カ

ム

ス

の

由

来

語

〈

一

)

の

成

立

時

期

カ

ム

ス

の

(
波
海
安
全
)
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
カ
ム
ス
の

の
由
米
却
が
成
立
し
た
後
、
だ
と

(
.
)
の
成
な
は
、
タ
マ
メ
ガ
の

こ
う
し
て
み
る
と
、

へ
.
)
は

グ〉

ぴ〉

で
き
る
。

く
と
も
カ
ム
ス
のの
丈
献
の
成
点
し
た
.
七
O

O
年
の
初
頭
あ
る
い

辻
中
葉
ま
で
瀕
ら
な
い
と
号
、
え
ら
れ
る
り

て、

しミ

そ

(
‘
)
の
成
点
と
連
動
す
る
来
漸
御
山
川
凶
係
の

、
さ
ら
に
カ
ム
ス
の
山
来
持
(
.
)
が
成

ιし
た
後
だ
と

カ
ム
ス
の
|

グ〉

酬で

え

る。
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女
性
締
役
継
承
艇
と
罵
性
年
齢
階
梯
制
の
リ
ン
ク

の
か
か
わ
り
を
説
い
て
い
る
が
、
山
内
川

リ
ン
ク
す
る
こ
と
で
シ
マ
(
村
落
共
同
体
)
が

に
、
カ
ム
ス
は
女
性
神
役
継
点
制
と

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ム
ス
の

に
リ
ン
ク
し
た
然
り
だ
っ
た
り

カ
ム
ス
の

の
川
O
名
の
船

f
と
は
祭
り
を
わ
え
え

こ
の
よ
う
な
行
什
を
加
護
す
る
の
が
タ

で
あ
る
の
そ
し
て
、
船

f
(ル
訂
以
が
、

て
く
れ
た
神
(
そ
し
て
神

K
)
の
胤
に
附
い
る
た
め
ゆ

こ
の
じ
許
た
ち
は
カ
ム
ス
の
た
め

る
シ
ヂ
ュ

ナ
し
な
ど
の

マ
メ
ガ

キ
ウ
マ

き
を
し
た
と
い

い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

労
作
年
齢
限
梯
制
の
リ
ン
ク
を

h
説
す
る

(
‘
)
の
も
う
一
つ
の
、
γ

十
一
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
引

甲

)

レ

〆

〕



男
女
に
よ
る
役
割
分
坦

が

あ

る

。

よ

く

働

い

そ
も
そ
も
、

よ

シ
マ
に
も
た
ら
す
よ
う

れ
、
そ

シ

γ
に
も
た
ら
す
の

の

し
て
い
る
の
こ

-山中

.rヘ
、
了

ι，T
I
L
Y
ナ
'
J
b

て
い
る
の
こ
の
よ
う
に
、
出
女
に
よ

の
で
あ
る
の
も
と
よ
り
、
た
性
も

で

て
市
を
待
て
い
る
が
、
お
よ
そ
こ
の

あ
る
。

び〉

は
な
い
。

主主37~J' 

船
子
と
船
子
の
オ
パ

i

カ
ム
ス
の

(
J
に
お
け

た
ち
の
リ
ン
ク
の
し
方
は
、
き
わ
め
て
で
あ
る
。
山
・
(
‘
)
で

O
人

の
船

f
(若
若

)

は

識

で

選

ば

れ

て

い

た

が

、

の

問

。

の

船

子

の

オ

パ

i

(

ユ

キ

ウ

マ

)

も

そ

れ

ぞ

れ

の

.

内

か

れ

て

い

る

心

ま

た

、

山

米

の

オ

パ

た

凶

O
入
の

で

ジ/、liij?民大学紀梨

(
‘
)
で
は

。
の

び〉

ト品、っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

る
こ

し
て
い
る
(
こ
の

ユ
i
キ
ウ
マ
と
し

そ
の

か
ペコ

一
門
の
神
女
問
。
の
船
子
の
オ
パ

i
(
ユ

か
ら
出
る
神
女
だ
が
、
こ
れ

ー
す
る
。

キ
ウ
マ
)
は
芥

〈
父
系
副
総
)

る
ク
デ
ィ
に
相

ヲ
で
の

ぺ
九
八
三
、

ク

れア
、イ

は
門
下ド
ぴ)

-
h

ハ
O

O
川
ハ
)
よ
る
と
、

オ
コ
デ
、

ク
ヂ
ィ
ン
グ
ワ

“
放
を
代
小
川
氏
し

る
と
い
う
。
こ
の
他
、
ク
デ
ィ
は
一
円
の
者
の
た
め

を
し
て
い
る
つ

キ
ウ
マ
が
シ
マ

め

し
て
、

f
E
 

吋
E

、
し
uv

し3

ニム

レ
ベ
ル
の

る
の
は

ク
デ
ィ
と
汁
じ
で
あ
り
、

ドサ

カ
ム
ス
だ
け
だ

の
男
の
波
海
安
全
を
祈
る
の
も
、
こ
の

た
よ
う
に
、
こ
の
.
年
間
に
神

K
や
そ
の
.

一
つ
で
あ
る
む

カ
互いム

j市 1ftろ
めえり
にで
よい打
るたい
L 、 o プ〕、

伝ァ問

主託 11
とはり
二J戸、 V} し￥

足場作:
て 'jf.ヘ新

が
.
門
の
ユ

i
キ
ウ
マ
の

ぴ)

人
ご
つ
り
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久
高
島
の
ウ
ム
リ
ン
グ
ヮ

の

こ
の
ユ

l
キ
ウ
マ
の
あ
り

H
は
、
と
く
に

・
久
高
ぬ
の
ウ
ム
リ
ン
グ
ヮ
ぐ
門
ユ
タ
と
も
い
い
、

て
い
る
。

ぴ)

ク

デ
ィ
に
相
ー
す
る
)
の

¥
.
2
l
u

号、、.、

f

I

J

ノ

i
ノ

/ミ、

ば
れ
た
ウ
ム
リ
ン
グ

が
カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ

i
と
い

に
よ
る
と
、

す
る
〉
で
二
一
ブ
イ
カ
ナ
ィ
の
神
々

し
て
、
ウ
ム
ワ
ン
グ
ヮ
に
は
、

し、しE

11: 
~t 
Wご

しE

る。

そ

て

の
お
の
繁
栄
〈
山
本
の

な
ど
〉
を
桁

の

グ〉

キ
ウ

こ
の
よ
う
に
、
久
高
島
の
ウ
ム

γ
(
船
子
の
オ
パ

i
)
の
あ
り
ト
々
と
き
わ
め
て

グ
ヮ
の
あ
り
方
か
ら
ユ

/ 

グ

ニム

て
い
る
の
で
、

ウ
ム
ワ
ン

キ
ウ
マ
の
‘
門
に
お
け
る
本
来
の

る。男
性
年
齢
措
梯
集
自
の
器
仕

さ
れ
た

mM
た
ち
、
す
な
わ

こ
の
よ
、
つ
に
、

内
の
ユ

i
キ
ウ
マ
や
斗

シ
ヂ
ュ
!
ナ
レ
、



山米諸一一伊良部品のカムス 儀礼・歌謡

カ
ニ
サ
ズ
)
は
、
現
に
祭
り
に
お
い
て
奉
仕
し
て
い
る
口
具
体
的
に
は
、

カ
ニ
サ
ズ
は
祭
り
の
案
内
を
し
、
御
願
供
は
カ
ム
ス
の

.
H
U
に
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ヂ
ュ

l
ナ
レ
は
神
僕
の
準
備
を
し
、
と
く
に
五
日

U
は
本
人
が
列
席
し

て
円
分
た
ち
の
た
め
に
祈
っ
て
く
れ
た
神

K
た
ち
を
出
迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

男
性
年
齢
階
梯
集
同
は
女
性
神
役
に
奉
仕
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
女
性
神
役
と
男
性
年
齢
階
梯
集
同
が
リ
ン
ク
し
て
祭
り
が

円
滑
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
カ
ム
ス
の
由
米
語
(
.
)
は
こ
の
リ
ン
ク
の
志

義
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
集
川
が
う
ま
く
機
能
し
て
こ
そ
、
カ
ム

ス
が
川
滑
に
執
り
行
わ
れ
て
シ
マ
(
村
落
共
同
体
)
が
栄
え
る
と
説
い
た
の
で
あ

る。 却
額
吐
ハ
、

，t
1
L
r
E
H口

F
1
4
i

神
観
念
の
合
理
化
カ
ム
ス
の
山
米
諸
(
.
)
は
、
同

O
人
の
船

f
(打
者
)
の
.

門
か
ら
船

f
の
オ
バ

l
(
ユ
l
キ
ウ
マ
)
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
こ

の
語
り
の
ね
ら
う
と
こ
ろ
は
何
だ
ろ
う
か
口

祭
り
は
神
'K
小
心
の
神
観
念
に
廿
宍
つ
い
て
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
叶
一
界
は
神
聖
さ

ゆ
え
に
硲
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
祭
記
世
界
は
祭
り
の
外
部
の

者
に
は
存
易
に
地
解
さ
れ
が
た
い
。
神
女
た
ち
に
仕
え
る
男
性
年
齢
附
梯
集
川
も

ま
た
、
厳
常
に
;
ハ
え
ば
外
部
者
集
凶
で
あ
る
口
こ
こ
に
、
祭
り
が
よ
り
川
滑
に
運

ー
目
さ
れ
る
た
め
に
、
祭
り
の
志
義
が
外
部
の
男
性
年
齢
附
梯
集
同
に
も
則
一
併
で
き

る
よ
う
に
説
明
す
る
必
要
が
生
じ
る
口
こ
う
し
て
、
男
の
世
俗
的
で
鮮
明
な
体
験

や
知
識
を
踏
ま
え
、
若
荷
た
ち
を
主
役
と
し
、
女
性
神
役
を
脇
役
に
す
る
山
米
諦

(
二
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
ら
い
が
た
い
権
力
(
.
土
権
)
の
た
め
に
危
険
き
わ
ま
り
な
い
渡
海
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
山
一
仰
の
男
た
ち
に
と
っ
て
は
切
実
感
の
あ
る
設
定
で

あ
る
。
こ
の
苦
難
に
満
ち
た
状
況
を
乗
り
切
っ
た
計
者
の
.
門
か
ら
神
女
(
ユ

l

キ
ウ
マ
)
が
生
ま
れ
、

PH
分
た
ち
を
加
護
し
て
く
れ
た
タ
マ
メ
ガ
(
そ
し
て
そ
の

司
)
に
感
謝
し
て
カ
ム
ス
が
始
ま
っ
た
と
い
う
語
り
は
、
男
性
年
齢
附
梯
集
同
の

若
者
の
心
を
大
い
に
捉
え
た
と
忠
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神

K
小
心
の
祭
記
附

出
介
を
基
層
に
し
、
こ
れ
に
男
た
ち
の
肝
界
観
を
大
き
く
取
り
入
れ
て
仕
立
て
上
げ

た
の
が
、
カ
ム
ス
の
山
米
諸
(
.
)
な
の
で
あ
る
。

来
訪
神
の
原
郷
・
「
…
伎
の
同
」
が
「
唐
の
凶
し
に
な
っ
た
の
も
、
村
人
(
と
く

に
若
者
た
ち
)
が
神
'K
た
ち
の
観
相
心
す
る
観
念
的
な
「
渡
の
凶
し
で
は
納
得
し
が

た
く
、
現
実
の
宵
(
中
同
)
と
し
て
珂
解
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
神
の
同
は
北
方
に

牧
置
す
る
と
観
恕
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
の
肝
は
阿
ト
刀
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
乎

府
を
あ
え
て
犯
し
て
ま
で
も
、
「
渡
し
が
「
唐
し
に
変
存
し
た
の
は
、
男
た
ち
の

地
用
観
を
優
先
さ
せ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
介
理
化
が
定
若
し
て
く
る
と
、
「
波
の
神
L

に
仕
え
る
船
子
の
オ

バ
l
の
着
る
神
衣
裳
も
、
「
時
の
神
」
に
仕
え
る
神
女
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
中

同
風
に
な
る
の
で
あ
る
。

神
屋
で
の
形
成
こ
の
よ
う
な
カ
ム
ス
の
山
来
語
(
一
)
は
、
毎
年
、
.
月
と

二
月
に
神
庄
で
神
々
と
と
も
に
問
山
五
日
の
御
能
り
を
す
る
山
三
名
の
神

K
が、

作
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
す
な
わ
ち
、
祭
り
を
よ
り
円
滑
に
運
件
し
て
シ
マ

を
さ
ら
に
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
、
神
'K
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
、
す
な
わ
ち

祭
り
を
支
え
る
集
問
、
h

米
一
訪
神
の
送
迎
(
祭
配
儀
礼
)
、
隣
抜
す
る
来
瀬
御
訟
の

神
威
と
そ
の
山
米
諸
(
以
上
は
、
王
に
祭
・
聖
・
女
の
側
の
情
報
)
、
七
権
(
権
力
)
、

男
性
(
荷
有
)
の
漂
流
体
験
、
府
(
小
同
)
や
沖
縄
に
対
す
る
地
珂
観
(
以
上
は
、
正

に
政
・
俗
・
男
の
側
の
情
報
)
な
ど
を
巧
み
に
紺
み
台
わ
せ
て
一
品
川
り
山
し
た
と
考
え

ら
れ
る
口

-43-

祭
・
型
の
側
の
情
械
を
知
忍
し
、

な
お
か
つ
児
の
側
の
情
報
に
も
遺
漏
な
く
配

慮
で
き
る
の
は
、

シ
マ
の
繁
栄
を
祭
り
で
達
成
し
よ
う
と
す
る
神

K
た
ち
し
か
い

な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、

こ
の
耐
性
の
分
担
が
肢
も
総
介
化
・
融
合
化
し
て
な
ん

ら
か
の
幻
想
を
生
み
出
し
う
る
場
は
、

神
女
た
ち
の
い
い
仰
心
が
最
も
昂
揚
す
る
四

泊
五
日
の
忌
み
能
も
り
を
す
る
神
尾
以
外
に
与
え
ら
れ
な
い
。

日
中
の
神
'K
た
ち

は
神
事
に
忙
殺
さ
れ
、

夜
は
夜
で
一
一
日
日
の
深
夜
に
は
神
送
り
を
し
、

毎
夜
村
落

か
ら
隔
離
さ
れ
た
狭
い
神
尾
の
な
か
で
問
一
二
名
の
神
女
た
ち
が
神
々
を
慰
め
る
歌



で、

の

カ
ム
ス
を
終
え
る
と

ぃ
、
つ
む
こ
の
よ
、
つ
に
一
つ
の

て
仰
く
幻
山
知
は
、
似
た
よ
う
な
も
の
に
な
る
、
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
、

の
オ
パ

ユ
i
キ
ウ

γ

か [JU
ら己
その

)
は
こ
の
体
験
を
年
に
二
川
ず
つ
終
身
続
け
る
わ
け
だ

の

の
に
な
り
え
た
ろ
う
の

者';;37~J (2()()l) 

う
ま
で
も
な
く
、
そ
の

竺
)
で
あ
る
り

命

-l
 

z''g 

は、

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
心
と

第
六
討
の

ら
、
人
間
の
脳
に

で
民
は
、

日出
の
y..・
全

弘前学i立た下*G安

の
ゆ
る
み
が
宗
教
文
予
、

て
い
る
の

み
出

の

神

出

の

で

き

な

か

っ

た

が

、

の
安
全
化
装
置
を
ゆ
る
ま
せ
て
、

に
入
り
や
す
く
な
り
、

;1犬;ま
j兄
0) 

な
か
? 

で
き
る
り
カ
ム
ス
の

ぐ
)
は
、
こ
の
よ

い
え
る
だ
ろ
う
の

〈カ

九合
八公

判話
九悉
JL a.!F 

(

a

J

)

は、

A
L
J
J
Y
¥
.トぃ
z

こ

ー
j
t
?も

J
ノ
ノ
1

1

t

両
川
町
マ
ヅ
万
円
三
九
0
.

が
開
い
た
も
の
で
あ
る
ひ
次
に
こ

球
の
七
が
王
妃
に
美
し
い
た
を
求
め
て
お
り
、

十
名
山
す
よ
う
に
い
っ
て
く
る
。

決
ま
っ
て
お
り
、
か
の

っ
た
の
を

て
く
れ
る
よ
う
に

る
り
す
る
と
カ
ウ
ス
〈
葛
)

ず
ィコ

と
延
、
び
、
そ
の
カ
ウ
ス
，

〉
、
高
二
口
又
ド
ニ
ふ
ょ
た
ど

〆

し

ナ

J

b

メ
グ

1
U電

l
t
z
s
、

し、

の
カ
ウ
ス

渡
海
安
全

て
祭
り
の

(

a

a

〉
は
ど
れ
だ
l

こ
の
カ
ム
ス
の

し、

美
し
い
山
O
名
の

っ
て

の

ωカ
ン
ナ
i
ギ
ア
ヤ
グ
のつが

て祭
い車日
る IH: の
民:後
で高節

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
。
れ
の

が
の
船
子
の
オ
パ
ー
で
あ
り
、
そ
の
問
。
の
船
子
の
オ
パ

段
四

O
の
船
子
に
な
り
、
液
槻
友
人
れ
を
析
轍
し
て
い
る
こ
と
や

か
し
、
こ
の
時
カ
ウ
ス
(
葛
)
が
海
上
に
延
伊
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
く
と
品
に
無

る
が
、
こ
れ
辻
庁
大
将
(
長
物
)
が
ト
い
た
っ
て
い
く
よ
う
に
何
の

を
波
海
す
る
と
い
う
フ
ナ
ウ
サ
ギ
の
一
語
(
一

O
)
を、

し
て
踏
ま
え
た
語
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

っ
た
と
い
う
の
に
は
、
王
妃
は
た
人
な
は
ず
一

の
オ
パ
!
を
ア
パ
一
ブ
ギ
ン
マ
タ

-14-

な
い
し
は

。
名
の

しミ

O 
の

神

カ
ン
ナ
l
ギ
ア
ヤ
グ
の

て
の
こ
と

れ
る
。

以
-
カ
ム
ス
の
山
来
却
勺
A

)

て
い
る
り
し
か
し
、

ぃ
、
つ
ト
リ
…
で
カ
ム
ス
の

タ
マ

メ
ガ
)
と
の
か

け
で
も
な
い

ま
た
、
こ
の

川

U
4
uvト

る
の
は
問
。
名
の

け
で
あ
り
、

で
も
な
い
の

購
読
部
の
諮
り

こ
の
カ
ム
ス
の

で
あ
り
、
し

も
あ
る
わ
こ
の
よ
う
に
カ
ム
ス
の
出
来

こ
の
カ
ム
ス
の

村i

一
遣
で
.
)
を
カ
ム
ス
の
山
来
一
持
ぐ
)
と

て
み
る
と
、
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巾
来
祁
(

a

・
)
の
ぷ
附
す
る
も
の
が
何
な
の
か
、
即
解
に
苫
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
口

中
l
然
の
こ
と
な
が
ら
、
カ
ム
ス
の
山
米
開
(
‘
)
の
よ
う
に
儀
礼
を
変
え
て
い
く

力
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
を
本
勺
の
話
、
真
実
の
ぷ
だ
と
い
信
じ
て
語
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
、
も
う
.
つ
の
語
り
の
レ
ベ
ル
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

然
り
に
爪
抜
か
か
わ
ら
な
い
者
、
祭
り
を
桔
…
瓶
一
的
に
交
え
る
し
札
場
に
な
い
行
の
あ

い
だ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
山
米
諦
の

N
が
理
解
し
や
す
く
、
一
品
り
や
す
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
祭
り
の
か
な
り
刷
械
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
山
米
諸
で
祭
り

を
即
日
解
す
る
人
々
も
い
た
の
で
あ
る
。

結

び

本
論
の
ね
ら
い

ま
ず
い
た
り
を
支
え
る
集
川
(
祭
刑
判
織
な
ど
)
、
そ

本
論
は
、

し
て
カ
ム
ス
の
儀
礼
(
次
第
)
と
歌
謡
(
七
に
神
歌
)
を
記
述
し
、

次
い
で
こ
の
祭

り
の
構
造
と
本
義
を
明
ら
か
に
し
た
り

こ
の
儀
礼
、

ll! 
米

ソ
中
八
三
川
下
山
、

ロ
n，
二
2
H
H

そ
し
て
、

(
必
ぷ
)
の
関
係
を
探
り
、

カ
ム
ス
の
山
未
認
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、

機
ljB 

し
て
き
た
か
を
考
え
て
み
た
口

祭
り
の
変
容
カ
ム
ス
は
自
の
神
を
、
王
神
と
す
る
諸
々
の
神
に
あ
ら
ゆ
る
肝
果
報

(
平
)
を
祈
願
し
、
感
謝
す
る
祭
り
で
、
厄
米
、
来
瀬
御
山
拭
と
無
関
係
だ
っ
た
り

こ
の
こ
と
は
、
祭
り
の
、
ド
し
己
H

・
本
義
を
よ
く
残
す
神
歌
(
カ
ン
ナ

l
ギ
ア
ヤ
グ
・

サ
ラ
パ
ヤ
シ
)
か
ら
わ
か
り
、
ま
た
円
の
神
の
波
海
安
全
を
析
願
す
る
神
歌
(
フ

ナ
ウ
サ
ギ
)
に
波
海
安
全
の
神
と
し
て
タ
マ
メ
ガ
が
な
同
倒
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
。

こ
れ
が
、
来
瀬
御
山
械
の
神
威
と
し
て
渡
海
安
全
を
強
調
す
る
現
行
の
来
瀬
御
獄

の
由
米
語
を
カ
ム
ス
が
大
き
く
件
取
り
入
れ
て
カ
ム
ス
の
山
米
諸
(
.
)
を
形
成
し
、

こ
の
カ
ム
ス
の
山
来
諦
(
.
)
の
形
成
と
連
動
し
て
乗
瀬
御
以
関
係
の
儀
礼
が
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
ム
ス
の
山
米
間
(
.
)
は
カ
ム
ス
の
山
米
を
説
き
、
そ
の

祭
杷
体
制
の
維
持

正中
1
性
を
、
王
張
し
て
い
る
の

カ
ム
ス
の
山
米
一
局
(
.
)
で
は
、
来
瀬
御
…
獄
の
作
い
き
」
神
・
タ
マ
メ
ガ
が
山

O
人

の
船

f
の
波
海
安
全
を
保
証
し
た
が
、
こ
の
タ
マ
メ
ガ
の
渡
海
安
全
の
神
威
が

山
O
の
船
子
の
オ
パ

l
(
神

K
)
に
仙
欣
求
さ
れ
た
よ
う
に
一
品
り
、
ま
た
山

O
人
の

船

f
の
.
門
か
ら
問

O
の
船

f
の
オ
パ

l
が
止
し
ま
れ
た
と
語
る
。
す
な
わ
ち
、
来

瀬
御
訟
の
タ
マ
メ
ガ
(
司
祭
行
は
来
瀬
御
嵐
の
司
)
も
川

O
の
船

f
の
オ
パ

l
も
、

山
米
謂
(
.
)
に
お
い
て
同

O
人
の
船

f
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
片
身
た
ち
、

す
な
わ
ち
男
性
年
齢
階
梯
集
凶
を
加
護
し
て
い
る
口
そ
し
て
、
そ
の
男
性
年
齢
階

梯
集
凶
は
、
レ
民
性
神
役
に
奉
仕
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
カ
ム
ス
の
出
米
諸
(
一
)
は
、
男
性
年
齢
階
梯
集
川
と

K
性
神
役

が
リ
ン
ク
し
て
こ
そ
シ
マ
(
村
落
共
同
体
)
が
円
環
的
に
栄
え
る
と
説
き
、
そ
の

繁
栄
を
も
た
ら
す
た
め
に
祭
配
体
制
を
維
持
し
、
カ
ム
ス
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
し

-;(5-

て
い
る
。

周
縁
部
の
語
り
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
「
正
伝
」
と
も
い
う
べ
き
カ
ム
ス
の
山

米
一
部
(
.
)
に
対
し
て
、
カ
ム
ス
の
巾
米
諸
(
.. )
は
「
俗
伝
」
と
も
い
う
べ
き
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
一
山
り
に
は
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
カ
ム
ス
の
山
米
諸
(
二
)
は
祭

り
の
か
な
り
同
紙
部
に
い
る
許
の
一
古
川
り
で
あ
る
り

〈
付
記
〉
こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
村
の
人
た
ち
に
ご
協
-Mを
い
た
だ
い
た
り
そ
の
、
主

要
な
イ
ン
フ
ォ

l
マ
ン
ト
の
お
名
前
を
あ
げ
、
深
甚
な
る
謝
広
を
去
し
た
い
り
川
満

マ
ツ
・
大
城
カ
メ
・
池
間
カ
ニ
メ
ガ
・
久
H
ハ
タ
ケ
・
洲
鎌
占

f
・
川
渦
貞
子
・
池
山

J

E

(

 

4
1
h
H
 

〈
引
用
文
献
・
参
照
文
献
〉

伊
良
部
村
山
人
編
纂
委
此
会
-
九
七
八
「
伊
良
部
村
山
人
』
(
伊
良
郎
付
役
場
)

述
雌
正
治
一
九
八
九
「
い
ら
ぶ
の
民
下
川
』
(
伊
良
部
町
)

大
川
忠
久
一
九
七
問
「
仰
良
部
郷
上
芯
』
(
日
私
家
版
)

折
日
い
れ
れ
犬

J

九
七
九
ハ
「
沖
純
に
存
す
る
技
が
ト
ハ
代
い
じ
れ
仰
の
伐
事
L

「
折
ハ
七
夫
人
仁
集

第
ト
し
ハ
巻
』
(
小
央
公
論
社
)
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嘉
子
納
宗
徳
.
九
七
八
「
球
内
側
外
感
冶
佳
品
侍
」
(
角
的
丸
山
)

'H
川
山
篤
-
九
八
-
ー
カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ

l
L
『
沖
縄
川
町
久
必
品
の
怒
り
」

(PU必
引
〉

比
嘉
政

L

-
九
八
二
叶
お
こ
で
」
「
沖
制
大
ド
ハ
科
事
典
(
卜
し
)
』
(
沖
制
タ
イ
ム
ス
)

千
倣
令
治
一
九
九
の
「
カ
ム
ウ
リ

i
i山
市
・
伊
良
部
の
冬
山
口
ボ
i
i
t

叶
沖
縄
の
祭
記

と
れ
抑
い
(
節
A

令
一
日
招
)

一
能
川
地
一
九
九
八

i

宗
教
伝
ホ
の
姑
涼
し
「
山
救
い
い
求
の
叶
一
川
介
』

(
J
a

弥
井
内
山
~

L
Z

ハ
続
い
じ
れ
苧
-
ん
八
九
ー
ウ
ソ
の
T
川
と
ホ
ン
ト
の
叫
ん
「
幻
初
心
の
十
日
代
ι
…
〈
新
卵
、
社
)

外
語
守
詩
・
斜
併
に
字
昭

a

え
七
八
川
出
向
持
ぷ
大
成
田
ハ
片
山
山
川
(
向
山
句
作
い
一
H

山
)

外
向
守
谷
・
波
間
…
冊
、
水
し
n

e

し
ん
九
七
「
定
本
琉
球
川
山
心
不
げ
が
h

(

向
川
ι
札
口
広
)

柳
川
阿
川
カ

a

九
し
ハ
ベ
日
御
・
ト
し
の
道
し
「
定
本
柳
出
減
問
焦
第
.
を
ι

(
筑
殿
札
ド
門
的
〉
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